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的
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 Charles. Fourier 
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ブ
千
七
百
七
卜
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年
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月
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日
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プ
ゥ
縣
(/
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;首
都
べ
：ゾ
ォ
：.ン
ソ
シ
.に
生
れ
た
0
彼
れ
0
父
は
同 

.
ー.の
(|
#
、
怫
語
及
び
羅
典
語
の.優
等
賞
を
獲
得
し
、
：叉
、
地
：理
擧0

,

,に
耽
っ
へ
て̂
^

費
し
た
。
彼
れ
は
幼
少0
頃
ょ
り
花
を
愛
し
音
樂
を
好
む
敏
感
優
情0
.子

言

«
の
：倫
理
；惑
も
亦
、
著
し
く
洗
■
せ
ら
れ
て
吾
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ゐ
..
*̂

り

.
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.

っ
：た
。'或
る
朝
、:

貧
し
い
寒
が
彼
れ
の
家
を
訪
れ
て
：、
':
幼
い
；.シ
十
丨
ル
：ば
病
氣
か*<
?
:■尋

ね
た
o
:病

氣
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は
な
い
が
、
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行
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で
.あ
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云
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れ
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霞
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た
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た
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あ
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れ
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：商
家
に
人
と
爲
ね
、.商
業
；の
實
際
を
見
習
つ
た
の.”，で

あ

る

が

、
而

も

之

れ

^
伴
へ
る
表
裏
反
覆
を
憎
惡
し.た
0
:五
歲
3

B
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彼
.れ
讨
父
：0
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の

商
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の
顧
價
老
顧
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た
が
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れ
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く
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つ
く
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な
業
務
、
 

即
ち
#

の
I

に
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？

や
ぅ
に
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こ
ら
し
め
ら
れ
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と
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彼
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た
る
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し

な
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つ
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嫌
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係

过

彼

れ
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の

志

望

通

り

に

工

兵

隊

に

入

る

こ

と

を

#
せ
し
め
な
か
つ
た
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彼
れ
は
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の
家
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を
去
つ
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1
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シ

に

身
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ち

ナ

四

，
ス
1
セ
ー
'首
侗
以
上
を
購
ふ
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と
の
：出
來
る
地
方
か
ら
來
た
の
セ
^

^
彼
i
 

拓」

の
裏
を
有
す
る
諸
地
方
間
に
：於
け
る
斯
く
の
如
き
價
蓉
相
違
に
痛
く
動

か

さ

.れ

で

，

議

機

構

に

^

'も
の
が
S

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
i
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_

lく
に
至
れ
'
斯
く
て
又
、'
四
年
.の
後
に.、
彼
れ
を
し
て
；產
業
籠
系
列
說
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從
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て

又

『1.

ュ

丨

ト

ン

の

脫
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し

た

普

遍

的

麗

法

則

を

發

見

す

る
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の
時
以
來
、
四
個
の
林
檎
、
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は
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是
れ
等
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し
た
禍
寄
に
よ
つ
て
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は
是
れ
等
の
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の
が
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に
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に
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を
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の
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.然
し
な
が
ら
、「

商
業
の
强
奪」

を
痛
感
し
た
彼
れ
も
終
に
商
人
と
爲
る
の
.運

命

よ

り

免

る

、
を

得

ず

し

て

.、

十
八
歲
の
寺
、

里
昂
こ 

本
部
を
有
す
る
巡
闾
訪
文
取
り
と
爲
つ
だ
o
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フ
J
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0

.食
は
早
く K

千
§

八
.十
ー
年
に
.搜
し
て
、
::
#
.で

十

萬

炎

贫

產

备

し

た

0
彼
れ
は
之
れ
を
外
國
質
易
に
投
入
し 

，
の
で
あ
る
が
一
千
七
百
九
士
ニ
年
の「

恐
怖
時
代」

に
於
ぃ
て
國
民
議
會
軍
に
反
坑
せ
る
职
昂
市
が
、
同
年
十
月
、
シ
ャ
リ
エ

(
nhaller)

に
よ
っ
て
攻
間
せ
ら
.る
イ
や
.
其
の
木
綿
俵̂防
寨
を
造
る
が
爲
办
に
使
用
せ
ら
れ
、
其
の
食
料
品
は
兵
士
の
食
料
に
充
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ら
れ
て
彼
れ
の
業
務
は.殆
ん
ど
金
く
破
壤
せ
ら
れ
、
彼
れ
自
身
ば
プ
ル
シ
伯
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i
t
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d
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p
r
e
c
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)

の
軍
に
^
b-
て
、
兩
变
^
說
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.
ら
れ
た
。
彼
れ
は
幸
に
し
て
斷
頭
豪
を^ '
れ
た
の
で
あ
る
が
、
而
も
一
兵
卒
と
し
て
一

一

個
年
間
軍
務
.に
服
さ
な
け
れ
ば
が
ら
な
か
つ
た
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彼
れ
は
一
：千
七
西
九
十
七
年
、--
は
軍
隊
麗
織
に
關
し
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他
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^1
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七
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.
十̂
八
牟
、
病
弱
の
故
を
以.っ
て
除
隊
を
許
さ
れ
、
：翌
九
十
ル
年̂̂

爲
っ
た
0
彼
れ
.ゆ
愛
.に
後
も「

商
業
の
秘
密」

.
'に
衝
動
ト
感
^:
^
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た.。
彼
れ
^
商
叙
主
等
ぬ
凶
荒
に
際
し
、
缺S 

を
大
な
ら
し
め
:.
"
價
格
を
騰
貴
せ
'し
む
る
の
.目
的
を
以
つ
.て
餘
り
に
久
し
く
船̂

中
に
貯
藏
せ
し
め
た
が
爲
め
に
腐
敗
し
た
極
め
て
多
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目

を
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け

て

夜
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秘
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；に
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中
吃
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革
命
期
创
蘭
西
の
一
般
的.動
搖
の
唯
中
に
在
っ
て̂

か
に
低
劣
卑
賤
な
る
業
務
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從
琪
し0 :
、
あ
ケ
フ
リ
！

エ
の
心
意
は
絕
ぇ
ず
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會
^
'
.商

業
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及
-^
政
治
的
飢
織
_
び
に
^

:#
の
間
題
.に
向
は
^
け
れ
ば
1[
:
ま
な
か
っ
た
0
前
述
せ
る
が
如
き#
殊
の
經
驗
よ
り
し
て
、 

彼

れ

呔「

e
供
を
し
で
虛
|
ロ
を
吐
か
じ
.め
，：

大
人
^.
し
：て
飢
»

に
趣
れ
る
人
域
の
必
耍
と
す
る
食
料
を
し
て
空
し
く
腐
敗
す
る
に
委
せ 

し
む
るJ.

社
會
僩
度
杧
は
根
本
的
略
不.疋
な
‘る
或
る
ち
の
乂
務
ず
る‘こ
と
を
論
結
し
た
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彼
.れ
は
一
千
七]-
]
九
十
九
年
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つ
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叩
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め
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れ
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も
あ
つ
炎
。
雜
が
.て
、
彼
れ
は
吏
ら
に
眞
率
な
る
努
カ
に
肉
つ
て
進
ま
ん
と
し
た
。
彼
れ
は
一
千
八
百
〇
三
年
、

『

膂
遍
的
調
和J

と

題
.
 

す

る『

時
報』

.

.紙
上
の
ニ
頁
の
論
文
に
於
ぃ
て
彼
れ
の’新
制
度
の
輪
郭
を
戳
ぃ
た
。
而
し
て
是
れ
ょ
り
五
年
の
後
、

一

千
八
西
〇
八
年
、 

彼
れ
は
其
の
主
著
の
一
た.る
-
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)

を
出
版
し 

.た
A
此
の
書
は
彼
れ
が
得
々
と
し
て
彼
れ
め

「

罾
矶」

と
稱
し
た
其
の
體
系
の「

趣
意
書
で
あ
り
又
、

聲
明
書

」
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et 
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n
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o
n
c
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 d
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d
6
c
o
u
v
e
r
t
e
)

た
る
-

s
f

の
で
あ
る
。
本
書
は
ラ
イ
プ
チ
ッ.ヒ
で
出
版
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
實
は
银
昂
，
 

で
潑
兌
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
.
一
千
八
耳
四
十1

年
に
再
版
を
隞
し
て
ゐ
る
。
本
稿
中
，に
第
一
圖
と
し
て
揭
ぐ
る
所
の
も
の
は
本
書 

初
版
の
#

頃

る
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書
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目
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法
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配
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と
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に
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則
を
發
見
し
た
、
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は
此
の
同
一
な
る
引
力
の
法
則
が
四
運
動
の
總
：？
て
に
普
遍
な
る
匕
.と
を
發
見
し 

た
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這
般
.の
發
見
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此
の
地
球
に
起
り
得
可
き
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に
し
て
又
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最
も
幸
運
れ
る
抵
來
事
、
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あ
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會
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調
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へ
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激
な
る.變
移」

(
p
a
ssage 

s
&
i
t

 d
u

 

c
hao

s
'
s
o
c
i
a
l

辦 T
h
a
r
m
o
n
i
e

 ..univexsellev̂
^ 

(ibid.,

.

，

て

-

.

:

'

-

,

'

.

.

-

:.
.

;

:

'

ぃ
彼
れ
は
謗?>
'■か
に
言
ぅ.；

「

余
:0
以
前
に
於
い.
.て

は
,>
人
類
は
柱
巍
に
自
然
と
戰
：つ
て

〗

幾
于
牟
を
費
し
た
。
余
は
彼
の
女
の
命
令
の
機 

關
た
る
引
カ
處
硏
究
し
で
、
：：：彼
の
允
の

_前
^'
頭
を
下
げ
た
最
初
の
客
で
あ
.る
众
奴
の
女
は
丼
の
祠
に
香
を
傲
：
へ
た
唯
：一
の
人
間
を
忝
な 

く
も
微
笑̂

以
つ
て
，迎̂

て
下
さ
れ
た:°
:彼
の
女
は
其
の.肿
寶
の
ー
總
べ
て
を
余
に
引
き
渡
し
た
。
此
の
運
命
の

#
の
所
有
者
ょ
、
，余
は



:

古
^

 

l

:.'
v
 
三

 

政

治

的

及

び

道

德

的

暗

為

を

消

散

せ

：し

む

名

：が

爲

め

に

.
來

っ

た

、
海

し

て

不

確

定

科

學

の

.敗
墟
の
上
It
:
、
'余

は

一■

聽

の

理

_

を
 

■打
ち
建
.て
^」

.：
士
';
°(

12:
^

减
 

形
而
h
學
、
倫
0|
1
哲
學
、 

政
治
學
及
び
經
.濟
學
を
置
く
。
論
2
 

.
,
:
' 

_

:

彼
れ
は
社
#
が
急
速
に
新
制
度
を
採
川
す
可
き
こ
と
を
期
待
し
、
或
る
有
力
漭
が
之
れ
を
後
援
す
る
な
ら

•は
、
共
の
計
#
は
年
内
に 

實
施
せ
ら
る
、
を
得
可
き.も
の
と
推
測
し
た
。
然
し
なが
ら

、

不
幸
に
し
て
何
事
も
起|

が

0
た

.:
0
彼
れ
は
空
し
く
箪
命
の
到
來
を 

代
っ
た
.
.此
の
^
は
不
明
瞭
で
あ
り
浪
亂
を
極
め
て
ゐ
る

：。

其
の
中
に
包
含
せ
ら
：れ
て
ゐ
る
氣
違
染
み.た
意
見
や
、
馬
鹿
氣
た
豫
言 

.は
嘲
笑
と
酷
評
の
的
と
爲
っ
た
。
彼
れ
自
身̂
此
の
書
を
以
っ
て
不
完
全.な
る
も
の
占
考
へ.
v
久
し
く
本
書
を
擧
ぐ
る
こ
と
な
く
、
又
、 

他
人
が
之
れ
忙
就
い
て
运

K
す
る
を
聽
く
こ
と
を
欲
し
な.か

っ

た

。

共

の

後

、

彼

れ

は

、
：
'
本

書

の

样

版

を

出

す

可

き

旨

を

勸

吿

せ

ら

れ
 

た

際

そ

は

訊

？

i
:5
:

^
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
之
れ
を_し
：て
自
己
に
取
り
滿
见
な.る

も

の

た

：ら

し

む

る

が

爲

め

に

，
は

、

之

れ

を

書

き

改
 

む
.る
..の
：
要

あ

：り

と

，
稱

.し
'て

背

じ

な

か.つ
.た:0(

&
:̂
.,. 2e 6d

‘/

-t
—10 0

4
1
, 

_J>I6face,

ノ 

o
"

.

三 

.

.

.,

フ
1

u

>の

物

質

的: ^
活

は

、

彼

れ

が

業

務

に

從

事

し

っ

、

あ

っ

た

間

は

改

蒂

せ

ら

る

X
こ
と
が
な
か
っ
.た
。

ー
千
八
百
十
ー
一
年
、 

彼

れ

が

其

の

母

か

ら

换

；助

料

を

'承
け
繼
ぐ
に
至
る
迄
は
、
彼
れ
の
坐
活
は
常
に
窮
乏
比
湖
し
て
茜
っ
た
。
彼
れ
は
貧
困
の

-1
€•
在
っ
て 

常
に
其
.の
上
衣
に
ブ
ラ
ッ
シ
.を
入
念
に
か
く
る
こ
と
を
怠
ら
ず
、
甴
の
ネ
ク
タ
イ
を
が

^

^
と
結
ん
で
^
つ

た

.°
皮
1

£
ケ
^
-

1

千 

法
乃
至一

〒
五
首
法
の
收
入
が
あ
っ
た
。

一
千
八
；白
十
四
年
ょ
o
十
五
年
に
亙
れ
る.實
業
揪Q

衣
振
は
.A:
彼 

棄
す
る
の
^
意
を
爲
さ
し
め
、'終
生
娶
る
こ
と
の'な
か
つ
た
彼
れ
は
其
の
姉
妹
の
許
に
赴
ぃ
て
之
れ
と
同
居
し
た
。
斯
く
し
て
生
じ 

新

た

な

る

閑

暇

を

利

し

：て

彼

れ

は

：
更

ら

に

典

の

：理

論

：の

..表
明
に
努
カ
し
、.終
に
十
千
八
百
：ニ
十
ニ
年
に
至
っ
て
、
彼
れ
の
最
初
の
歸
依

者
.の
援
|
に
依
0
:て
：贫
1

1

の
&
篇
を
上
梓
し
た
0『

家
庭
的
農
業
組
合
論』

-
 ̂

d 

Agricole

O
U

 

A
t
t
t
i

目
：

卷
が
免
れ
で
あ
る
。
此

の

實一
千
八
两
三
十
八
筇5

遍
的
和
合
の
：现
論』
3

6

|
皆

3

| 

u
a
v
e
r
s
e
l
l
e
.
)

と
改
題
し
てg.

版
せ
ら
れ
た
。

.

■

;

.『

組
合
論』

は
：

『

四

議

』

中
鋳
明
せ
ら
れ
た
る
现
論
皇
ら
に
著
し
ん
詳
輝
に
說
述
し
^
更
ら
に
實
際
的
な
る
細
說
を
施
せ
る
も 

，
の
.：

で
あ
る
。
而
も
本
锴
は
猶
ほ
前
著
の
文
體
及
び
排
列
の
缺
點
を
繰
り
返
す
も
の
で
あ
っ
て
、

|§
1
式
、.文
字
及
び
#
文
字
の
無
®

^

©
 

結八
！：

多
く
、
必
耍
な
く
し
て
创
造
せ
ら
れ
た
新
語
奇
請
は
屢
々
;1
-
1
:
ハ
の
思
想
を
雖
解
な
ら
し
め
て
ゐ
る0
共
の
敎
理
を：

論
議
す
る
が
爲
め 

に
諸
集
喻
.
-'
|
:辟

:^
>
.
:
:
此

道

.|
諸
名
壬
に
寄
職
し::
-

'

*

^

^

%'
る
:^
段
お
盡
し
.て
宣
寧
に
努
め
た
に
も
^
ら 

ず
、
'.
木
載
も
亦
前
落
と.等
し
く
、
殆
ん
どfn
i
等
の
反
響
を
も
喚
び
起
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。

フ
ー
认
ヱ
は
再
び
商
業
に
歸
り
、
此
の
度 

は
細
育Q

 

一
 

I

Q
代
理
f

しv

働
い
た
。
然
し
な
が
らV

T

i
は
漸
次
、
少
數
で
I

る
が
而
蟲
い
學
派
を
築
き
上
げ
て 

思
っ
た
。
彼
れ
は
:1
-
]
:
ハ
の
學
徙
を
梢
加
す
る
が
爲
め
に-

一
千
.八
瓦
二
十
六
年
* 

f

に
他
の
载
作
に
范
手
し
た
。
こ
れ
：が
三
年I

、
.

 

即
ち
一
千
八
西
二
十
九
郎
に
至
っ
て
出
版
せ
ら
れ
た

『

新
產
業
货
#
J (L

e

 

N
o
u
v
e
a
u

 

M
o
n
d
e

 

industriel 

et 

s
o
aaaire, 

o
u

 

inventi

.on

 

d
u

 

p
r
o
c
6
d
6

's
y
&
s
t's
-

..pttrayante, et 

natarelle. distribute en s

a>vl;ies 

passionn

かes-

ノ 

で
あ
る
。
U

/.
5

C
安
は
皮
'

の
比
較
的
新
し
い
學
徒
の
一
人
に
ょ
っ
て
支
出
せ
ら
れ
た

o

本
書
の
主
た
る
目
的
は
傅
道
布
敎.で
あ
っ
て
、
彼
れ
ば
本
書
中
に
於C
C 

:

新

腺

理

裏

明

す
t

と
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た

Q.

で
あ
る
が
、
而
も
彼
れ
や
敎
理
は
愛
に
一
勝
簡
略
明
瞭
に
且
っ
順
索
し
ぐ
鑛
せ 

ら
：る
ハ
c

f
爲
っ
た
。
本
書
は
'一
千
八
百
四
十
八
年
に
三
版
を
發
免..し
た
。.愛
に
ば
初
版
本
の
扉
を
第
一
函
と
し
て
揭
げ
る
匕
と
、 

し
た
o
次「

い
で
、.被

れ

は

.一

千

八

西

三

十

一

年

『

サ

ン

•
シ

モ

ン

派

及

び

オ

丨

エ

ン

派

の

陷

穽

及

び

山

師

，醫

者

的

太

法

螺

』
(

H
f

 

et 

c
h
a
r
l
a
t
a
&
m
e

 des 

S
I
S

 

d
e

 

S

I
 

S
i
m
o
n
.
e
t

 

d
o-
w
e
n

)

を
公
に

1/
'
た
。

フ 

i

 H.

は
名
聲
に
憧
れ
た
、7 0

も
、
彼 

2

 猶
ほ

:

■

_

■

書

着

..

.

.
;
：
•

;■
-

'

'

.

>

:

'

.

.

n

:
づ
へ 

(， 1
,
1
0
1
3



其
の
學
徙
の
小
®
體
の
追
從
を
以
つ
て
滿
足
し
な.け
れ
.ば
.I

.な
か
っ
た
タ
.然
し
な
が
ら
，
：是
れ
等
の
學
徒
も
永
く
毳
の
尊
敬
を
其 

の

飾

に

捧

ぐ

る

こ

と

を

得

ざ

る

に

：
至

つ

た

0
:敎
義
に
關
す
る
葛
藤
が
生
：じ
た
斤
フ
；
1
リ
.エ
：
は

兎

两

獨

裁

的

^:
>
ら

ん

と

す

る

の

傾

向

を

示
 

し
.勝

ち

で

あ

つ

：
た
o
'
..
彼
れ
の
.舉
徒
は
彼
れ
が
其
.の
派
め
定
期
^
行
卿
に
登
«
せ
ん
こ
と
を
^
張

運

動

忙

脊

齊

な

名

影

響

を

與

：
へ

：

っ
；
、

あ

る

こ

：と

を

遺

憾

4
し

た
::
'
0'

〔

遂
.ぬ
^

:
等

ほ

敗

の

飾.处

注
|
|を

轉

向

：亡

し

：む

る

が

©
め

に
、
彼
作 

に

働

め

て

、
更

ち

：に

組

合

理

論

^
關

す

る

薪

著

を

起

草

せ

し

め

.た

.ヶ

：ー..千
^
苜

三

十

五.年

が

鱼
^

れ
る
產
業』

(
L
a

 

F
a:'
g
;:
^
: 

Industrie: m

 
肩 el€e,

:^p
u
g
n
a
n
t
p

 

l
.
r
a
n
s
o
t
e

 

n
n
d
l
r
i
e
:

 naturelle, 

c
o
m
b
i
n
e
,

 
a
t
t
r
a
l
t
e
v

 v
l
i
q
u
v
e
t
c
.
)
一:

.
s

の
觀
あ
る
も
^
で
あ
っ
て
"
從
來
の
敎
義
尤
對
し
て
苑
ん
ど
何
物
を
も
附
加
す
る
こ
と
な
く
、
又

、
元
來
不
秧
序
、
亂
雜
の
嫌
ひ
あ
る 

彼
れ
の
著

作
中
に
花
っ
て
其
の
最

も
遊
し
き
^
の
^
稱
せ
‘ら
.れ
.て

ゐ

る

O 

v 

1
^

八
.
！

-
0
1 

三

--
±

1年
ヵ
;̂
同

三
:±

1

|
年
^
 ̂

フ
ァ
ラ
ン
ス
テ1
ル』

(

c
 s

f
o
m
e

 i
n
d
u
s

-selle, 

o
u

 le 

pha!anst^e)-v 

嘲

し

て

遞

行

せ

ら̂
て
,
た
此
の
_
の
機
關
誌
は
廢
刊
と
爲
り
、j

千
八
百
三
十
六
年-
新
た
に『

フ
ァ
ラ
シ
デ』

9
P 

:

p

£

g

oq
ク 

j
o
u
l
l
.
d
e

 

ia 

w
a
e
n
c
e
s
o
c
i
a
l
e
o
Q

 
發
行
を
昆

る

こ
と
、
爲
ク
た
o
.
.

:;
;

!

o
.腦

ヵ

谨
tc
;
■
卷

衰

被

■
; I

、

千

：舍
 

彼

れ

は

常

y

半

狂
人
で
は
な
か
つ
た
か
と
疑
は
れ
て
ゐ
る
。
而
も
-
彼
れ
の
北
實
な
る
學
徙
は
ノ
熱
心
に
彼
れ
が
理
性
的
で
あ
つ
た
こ
と
を
主
張
し
七 

ゐ

る

。

彼

れ

は

全

，然

* 

H、
月
及
び
季
節
を
知
ら
な
か
，つ
た
。
彼
れ
は
®
や
花
を
熱
愛
し
た
。
彼

れ

は

議

が

.町
を
通
る
と
、
軍
樂
の 

響
.き

に

步

調

を

合

せ

：
て

柏

子

を

と

り

な

が

ら

、

其

の

後

に

っ

い

て

行

つ

，
た

o
.彼
れ
は
又
'
長
時
間
莢
士
の
敎
練
を
見
て
居
っ
^

9:
彼
れ 

は
每
日
芷
午
に
、は
必
ず
時
間
を
違
ふ
る
こ
と
な
く
其
の
家
に
在
っ
て
、
彼
.れ
の
原
理
に
基
い
た
植
民
地
の
開發
の
爲
：办
に
進
ん
で「

百

 ̂

裏

^

^
蠹

擇

：■
. 

.
V
-
-
.
, 
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•

九
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■

霧

灌

，

へ
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パ

.
'-
ふ

.

'

^
 

(

 

，
九

六

.ふ
一
：l
〇
s
 

:囊

_

垄

ん

，

_

志
象
1

訪
を
待
■

居
.つ
"た

。

彼

糞

鋳

く

.
の
*

き

資

本

家

の

出

規

を

其

の

死

i

る

迄

、
：
十
一
一

1
 

f
抱
強
べ
待
つ
て
届
つ
：導

被

れ

は

一

度

び

其

の

義

產

け

る

フ

ァ

」

フ
シ
：

K

テ
丨
ル
1

S

.
ら
.皂

人

々

'の

議

し

な

か

つ

.
た 

利

澗

を

擎

る

こ

達

类

な

ら

ば

、
總
ベ
て
の
人
々
は
、
彼
れ
等
に
共
通
.な
る
綴
衝
働
に
促
さ
典
て
、
之
れI

様
な
る
.フ
ァ
ラ 

シ
.：ス
：テ
1
き

，
看

⑩
行
す
可f

 Q

と
奪
へ
た
の
で
あ
る
。
合
理
主
義
者
中
の
合
现
主
蕃
I

.
フ
1

y 

た
る
制
度 

g

發
達
過
程
め
考
爐
を■
除
し
て
、
純
粹
理
性
に
ょ
つ
て
玄
配
せ
ら
るV
社
#
的
秋
序
の
可
能
性
を
：主
張
し.た
の
立
あ
：るo.

!

 ̂

-
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- 
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o
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:

l
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p
r
o
p
l
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n

 

e
t

. po
u
r

 

la 

R

i

f:

音

l
a
:
:
T
M
I
d
e

 

F
i
r
)
.

を
結
成
し
ノ
一 

千
八
W
四
士
二
年
に
至
つ
て
、i

派
.の

機

關

誌

は

；
日

刊

の

『

平

和

的 

デ
f

フ
；
シ
；
ィ

』

_

D

' r
o

l

e
 

p
a
c
l
e
)

に
代
つ
た
が
、
之
れ
も
一
千<

5
千

一

年
ナU

:
1

日
P
ク
1

デ
f

に
ょ
.つ
て 

^

'■
±
せ
^
:-
1
1̂

彼
れ
の
學
r
は

w'
o
o
l
e 

f
o
u
r
i
«
s
t
e
‘S0d6taire,. o

u

 

p
h
a
l
a
n
s
t

-§:
e
n
n
e
.

と
呼
^
?:
て
.
0七
の
及
^

「

^
泛
ょ
き
1£ 

嚐
改
挺
;°
秩
序
、
_

及

濬

窗

實

，

產

業
<0
紙
織
_

本
、.
勞

働

及

藥

能

め

を

標

語

と

し

て

ゐ

る

P

 

.:
:

.

. 

" 

.

.

.

四

. 

. 

.

'■
フ」

の
社
會
理
論
'^
棚
■
議

ー

禱

も

粗

笨

に
..し

：てf

不

遭

議

我
.力
地
球
を
：以
，

a

て
恰
名
其
の.

_
習

經

過

せ

ん

と

し

つ•、
あ
る
も
の

-u

說
く 

o.
彼
れ
は
歷
を
以
 
ー0
て
自
e,
の
生
命
を
有
す
るI

 

，と
觀
：る
。
為

患

養

成

死■

る
I

で
あ
る
。
月
ば
星
のf

あ
る
。
我

が

她

球

灸

萬s

_

を
遂
づ
：v
、
«

が
て
死
す
る 

も
.，

Q

で
あ
^
:'
°

彼

れ

，
に

後

へ

，ば

.

分
地
球
の
隹
涯
八
萬
年
社
^
昇

振

勧(
y

.?ation. .ascendante

ンQ

四
离
年
：、
下%
振
動
.

(vibration

龙

る

幼

年

期

、
；
：即

ち

上

：昇

的

支

離

滅

.裂

の

時

代

，
；
卷
1

1

-^
|
 

O
s
n
c
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o
&
r
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^
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€
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:
趣
水
た
現
代
の
文
明
は*
■骢
が
て
*
各
人
が
最
少
限
の
衣
舍
安
削
と
，蓄

と

を

與

へI

可

き

保

證(
g
a
l
:
f

 i
s
m
.
e
)

.零
 

，代

次

い

て

幸

福

の

微

光

は

差

し

初

め

る

。
第
二
形
象
は
之
れ
に
次
ぐ
十
六
分
の
七
、
即
ち

11ー，

萬
五
千
年
た
る
生
長
期
、
即
ち 

論

满

結

合

の

時

代(raccroissement 

o
u

 n
o

n

 

m

l

)

で
あ
る
o
其
の
第
一
期
は
單
純
な
る
結
合
の.速
續
の
時
切
、 

;
#

躕
:.
;
0黎
卿
■
で
あ
り
、
，次
ぎ
の
七
期
は
相
續
け
る
合
成
的
上
界
期
で
あ
つ
て
、
最

後

は

「

完

含

向

0
て
迤
，み

つ

、
あ
る6

の 

l

o

p
 

I

f

f

 

I
附
け
ら
？

所
の
も
の
で
あ
る
。
此
の•世

界

達
.萬
五
I

I

I

八
I

に
し
て
幸
福
S

高 

頂
にP

達

す

る

。

免

れ

に

次

，い

で

四

：萬

年

Q

下

降

期

，
が

始

ま

る

。

此

の

年

は

上

I

と

均

し

き

順

序

を

逆

，
に

經

過

す

あ

 

つ

て
.一

一
一
萬5
千
年
の
晚
年
期
即
ち
養
门
的
下
降
期̂
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砍
&
ロ
 

o
u 

c
o
m
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n
a
i
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 d
e
s
c
e
n
d
a
n
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を
8?
§
.
象
と
し
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.

.

老
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H ち
支
离
滅
裂
的
下
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C
a
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n
c
o
M
r
e
n
c
e

 

des

n-e
n
d
a
n
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を
孩
.
-3
珍
象
と
ず
.る.o

:

洵
に
、

フ
丨
リ■H

に
從
へ
ば
、

一#
煎

物

，は

其

の

存

在

の

自

展

的

過

程

に

於

い

.て
ノ
始
•
中
、
終

を

莩

る
o
動
物
、
植
勿
、鑛
物
.

:

惑
避
、
恒

竭

太

陽

系

統

、
宇

讯

(

g

f

s)

、
b

f

r

s、ti
e
r
s
、

響

す

れ

ば

、
創
造
せ
ら
れ
た
る
物
は
大f

問
は
ず
-
,
總
べ 

てf
、

翁

ヤ

汶

死

に
,

、
其
.
9
_遞
_

存
在
'0
翁

ょ

り

終

求

芸

冬

自

然

的

生

涯

を

有

す.る
0
斯
く
て
人
類
：の
生
命
も
人 

間
け
坐
命
祀
類

* «
す

::
^

: «
述

の

如

ポ

地

雜

馨

逢

の
■

期

黨

.却

せ

准

し

て

海

る
¥

_

用

露

ゆ
^

«
次
上
*
僅

の

1

_

象
に
變
移
す
可
き
で
あ
る
。
現

在

に

至

る

套

、
我
が
地
球
U

虛
弱
で
’

、 

.進

的

■

り
、
耳
つ
1

_

玲

屑

つ

た
、

^

遽

$

?
ネ

名

篇
_

七

属

年

泰

か

て

、
之

れ

に

旧

す

る

償

ひ

羞

く

可

き

で

ぁ

名

。

十
時
其
の
樞
軸
の
：誤
れ
る
地
球
：̂

、
見 

■

名

潘

論

糊

で

正

衣

，北
極
と
南
極
と

‘

C

間Q

引
力
は
結
合
し
、
馨
.

■
く
が
如
き
熱
風
は
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凉
な
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、
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佛
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■
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顧
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： 

れ
に
し
て
海
豹
の
：背
に
乘
名
こ
と
を
欲
し
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
、臉
は
海
洋
を
横
切
つ
て
彼
れ
の
給
を
引
く
で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
獅
子
、
鯨 

は
頗
る
人
馴
れ
た
-

「

反
獅
子」

一
及
び「

反
鯨」

に
道
を
讓
る
こ
と
、
爲
る
の
で
あ
る
？
海
水
は
檸
檬
水
ょ
り
も
更
ら
に
快
き
飲
抖
と
爲 

り
、
而
し
て
、
か
の
土
患
の
輪
環
に
似
大
る
北
極
に
於
け
1
赫
奕
た
条
明
は
啻
だ
に
水
山
を
溶
解
し.て
;:
>
:

(

世
.界

の

此

の

部

分

を

し

；て 

遍
准
し
得
可
き
^
の
た
<6
>
し
む
る
の
み
な
ら
ず
、
地
球
の
全
面
に
無
比
の
劳
香
を
湖
漫
せ
し
む
可
き
で
あ
る

0
.
«
に
覆
は
れ
て
ゐ
た
黄 

漠
た
名
谓
比
別
3}
|
の

野

：に

は

柑

橘

が

花

哚

き

*
を

結

：ぶ.，0
:
:怜
悧
な
る
化
學
赛
は
玄
武
岩
か
ら
最?>
'
美
味
な
る
^

ば
：フ
1
.
_チ
は
：ゼ
屋
が
他
め
生.
と

等

：
し

考

猶

精

采

び

衝

動

专

有

す

：
る
：
こ

':
:
<
!
:
变
信
ず
る
>

: ^
物

と

满

な

る

挪

は

、
,'
'
.唯

客

疋

れ

等

の

も

の

が

著

し

く

他

の

-^
の
：
.に

於

ゼ

る
:-
^
ヵ
，
、

優

秀

な.る
；
に

存

す

る0
造
^

の
-絕
對
'0
程
度
.に
痛
達
せ
る
是
_
等
十
一一

の
欲
情
を
有
し
て
ゐ
名10
ま
し
；、"是

れ

：等

：の

吸

引

カ

は

實

に

人

間

の

生

命

で

あ

り

、
.
而

し

て 

人
間
は
神
の
像
を
摩
つ
次
創
造.せ

ら

れ

戈

石

も

：の

^

る
.が

故

で'あ
'る
0
.
:恰

も

人

.々：が

家

族

及

：び

圑

體

、

.町
：及
び
^
、
州
及
び
國
を
杉
戎 

す
る
が
如
く
^

厘
ば
彼
れ
等
の
.;
|
1
:會
、
脚
ち
太
陽
系
統
及
び
幾
多
太
陽
系
統
の$

體
を
形
成
す
る
0
:是
れ
等
の
も
の
、
職
能
は
順
序 

に
淤
い
ズ
_
ネ

も

、
；
本■
に
^
い
；%
は
:;
:
'人
谓
0
與
_
と

同
-

る
。
生
產
必
種
尨
：の_
特
が
人
類
.の
：義
務
.で
あ
る
が
如
く
、
創
造 

i
坐
殖
-

V

は
澈
嘗
患
坐
涯
：_の'自

然

的

事

業

：で

あ

る

/0
;
:諸
遊
星
は
其
办
自
身
の.種
姨
を
產
：生
す
る
。
星
は
單
ー
の
星
か
ら
其
の
.南
北
の
極. 

を
通
.じ
て
-;
'
©坐

必」

他
'(
/
'
)星

ょ
':
»
)兩
極
を
'通
じ
ズ
產
生
し
:»
次
は
月
下
香
が
地
域
：の
南
氣
、
天
注
星(0 

s 
具
 

H
e
r
s
p
h
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o
r
d

 
ぐ SOIeil-su

-a
/o^̂̂^̂

は
相
2:
に
種
々
な
る
働
植
胸
の
形
態
を
供
給
し
合
ぶ
こ
と
に
存
す
る
o
而
し
て
、
是
れ
等0
動
植
物
は
各
天
體
の
夫
々
の
表
面
に
生
存 

し
、
^
育
す
る
oへ
斯
く
て
..太
陽
漆
銃
の
：諸
遊
星
及
び
諸
衞
遥
は
、
：

_
物
、
猶
^

象

、
槲

及

：び
金
剛
石
は
、
：太

陽

：に
ょ
っ
て
創
造
せ
ら
れ
た

<>
*
馬

、
：皇
ロ
及
び.紅
寶
石
比
：土
星
が
造
っ
た
0
牛
ハ
梟
^

*

が
造
：つ̂

吻
夬
;>
:蜜
及
：&
書

石

.は

屬

自

ら
0
創
造
せ
玫
所
で
^

ぐ
が
如
ぐ
、
ー
諸
遊
；星
ば
是
れ
等
の
卞
次
：の
：創
造
：

.に
於
^

で
.神
と
協
同
す
：る
；。
ル
間
の
：

.劍
造
ヵ：

は
&

及
.び
機
械
的
發
明
、、
：，藝
術
的
及
び
エ 

:

#

晴̂

ム
1
'般
的
模
倣
嚴
び
精
練^-
作
用
す
，る0
被

れ

塞

殖

カ
：|

®

^

:

フ
：1
,
”
リ
#
比
輪
廻
說|:
'
信
奉
す
岁
も
の'で
あ
?>
:
。.

人̂
0- 

〔

世
界
に
_
る
が
爲
め
に
、
死

ど

拔

呤

此
-0
肉
慾
的
：狀
態
を
去
る0
斯
く
の
如
き
可
視
的
世
：界
ょ
0
不
可
視
的
世
：界

：へ
、
.;
'
-
-
叉
、
：不
：可
視
的 

•€
.界
ょ
;^
可
視
的
世
坭
へ
，の
交
替
的
變
移
は

、
' 

:
此
の
：坤
球
上
に
於
け
る
.人
類
€>
存
往
と
共
に
始
ま
り
、
孩
續
期
間
の
終
求
ま
で
、

M
も 

*

の

地

蛾

：
の
：
晚

%

並

.
び

贮

他

.
&
遊

-«
へ
：
の
：
人

類

ー

)

齊
；の
：最
：後
敗
移
轉
束

 

あ

る

。フ
.
.
リ
エ办

推

想

す

る̂
に

據

れ

ば

、
， 

我
.墓
在
ー
の
國
王
逍
妃
い_
男
_
女
及
.び
惠
W
れ

だ

务

隱

鍈

は

、-j
i
bめ

去
0
存
往
：の
多
く
に
於
い
；て
不
具
者
、
乞
食
ゥ
罪
人
灰
び
»
職
者
で
あ
り
、
又
、'?
1
:時
の
_
.
貧

民
-'
'
;
'̂ 

o
過
#
の
時
代
に
.於
.い
ゝ
で
容
姿
義
麗
；
で

あ

^
:^
情

況

：に

惠
1
れ
}
天

賦

の

一

才

能

を

有

し

-
.高
貴
な
る
階
級
■に
列
り
、
然
ら
ざ
れ
ば
又
、 

.現
時
.の
追
公
貴
族
ょ
り
も0

ら
.に
幸
福
.で
あ
.つ
た
.か
、
.若
し
く
：は
將
來
の
時
代
に
於
い
セ
然
る
可
：き
.?>
;
の
で
^
?>
:
o
:
,
是
れ
：に
由
つ
て‘>
 

.彼
ft
#

-'
天

衆

が

貧

困

，と

一

般

的

艱

難

に

惱

み

つ

、

あ

.る
間
に
、
社
會
に
於
け
る
一
定
少
數
：の
^

ま
：れ
た
.る
人
々
.が

幸

福

を

享

有

：
し
つ 

理
_
を
明
か
に
しV

、

人
間
に
對
す
る
神.の

仕

打

ち

を

楚

認

せ

ん

と

し

た

。
人

間

の

，
靈

健

此

；
の

il
l
i
M上
に
於
け
る
ょ
t

目 

:ぬ
見
兔
ぬ
#
界

：の.上
に
！
 一

倍
の
生
涯
を
送
る
。
或
る
人
が
此
の
娑
婆
生
活
.に

於

：
い
，
て

五

十

年

^
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_
を
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す
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と
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た
な
.ら
ば
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此
€3
^

^

界̂
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復
歸
す
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先
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ち
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：
_

國
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於
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坐
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す
可
き
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蒼

所
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の

坤

璧
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存

す
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萌

靠

ー

_
魂

養

や

身

體̂

^
^
ガ
^
更
：ら
^
彈

カ

響

；び

膨

脹

換
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:實

體
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り.構

成

せ

，ら

る

：么

靈

魂

的

浩

し

ぐ
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目
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見
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ぬ

生

存

狀

態

に

於

い

て

は

、

|

の
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球
か
り
他
に
移
住
す
る
で
と
，が
出
來
る
0
人 
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燊
婆
坐
淸
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5
說

樣

；：
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#
日
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時
間
は
_
眠

叢

ぬ
»

^
過
じ
、
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^

く
は
心
的
暗
黑
の
 

ー
@
で
ぁ
.つ
て
、
人
は
這
裡
に
過
去
の
活
動
の
意
識
及
び
記
憶
を
喪
ふ
、
不
眠
は
意
識
生
：活
で
ぁ
つ
；で

 

> 這
裡
に
人：： 

は
、•へ彼
れ
が
幾
度
び
か
眠
つ
て
其
の
目

醒
め
た
る
坐
活
の
記
憶
を
^
ひ
又
之
れ
に
劣
るこ
と
な
.く
幾
度
び
か
記
憶
と
意
識
の
：連
續
を
以 

つ
て
其
の̂

眠

，ょ

り

目
醒
め
る
こA
を

知

る
,0
此
の
.键
婆
生
活
は
靈
魂
生
活.の
活
動
と
記
憶
と
對
比
せ
ら
れ
た
る

_

眠

的
#
:息
で
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る
0
.
,甚
人
は
坐
誕
に
際
し
て
此
の
ね
む
だ
い
黎
婆
世
梂
に
入
る
と
共
に

•

過
去
の
存
在
の
總
べ
て
の
記
憶
を
双
ひ
、
而
し
セ
死

..に
際
し
：
 

て
黎
婆
的
及
び
目
に
見
夂
ぬ
li
t
界
の
兩
者
に
於
け
る
前
坐
の
總
，ベ
て
の
意
識
と
完
全
な
る
記
慌
と
を
以
つ
て
靈
魂
世
双
に
蘇
る
。
ぬ
も
、 

安
ち
.か
•に
眠
る
若
が
、
快
く
、
又
、
.機
嫌
ょ
く.目
を
■醒
す
が
如
く
、
地
球
上
に
於
い
.て
幸
福
な
る’坐
活
を
送
る#
は
、
死
に
際
し
：て
.著 

し
く
淸
々
し
き
氣
分
を
似
つ
て
_
魂
生
活
に
蘇
る。
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坤

球

上
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於

け

る

人

類

の

發

達
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び

進

歩

を

以

.つ
て
、
個
人
の
發
達
及
び
進
步
と
ま
確
に
同
ー
な
客
も
の
と
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め

る
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彼

れ

は

智

能

と

人

ロ

の

增
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に

從

つ

て
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類

の

全

過

程

を

齔
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し

く
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總
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組
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會
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又
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結
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れ
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總
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に
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せ
ら
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宮
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け
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體
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子
宮
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し
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れ
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自
然
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生
れ
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1
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合
せ
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會
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に
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達
せ
し
め
ら
れ
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し
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球
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に
於
け
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自
然
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運
命
た
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狀
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狀
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；
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双
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這
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が
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；
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^
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通
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^
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ぁ

る
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の_地

球
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類0^
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弗
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^
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^
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ら
れ
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ぁ
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滿
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；
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嶺
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.ら

：
る\

‘に
_

つ

た

時

 
>
.人

類
.は

廢

.颓

と

窮
 

'
聋

.-
4
に

膽
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身
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'
-1
七

そ

掀

瓌

诺

し

乂

華

降
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-
1燃
«
の
'遞

^

^
て
册
の
坤
球
か
ら
他
に
移-:
$
れ
、
此
處
に
識
生
涯
は
開
始
せ
ら
れ
、
肉
體
的
精
美
と
靈
魂
的
#'
良
の
更
ら
に
進
ん
だ
程
度
に
於
い.て
、
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其
:0
锴
段
.
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べ
て
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#
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び

坐
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の

邀
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，詢
に
ノ
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^:
ェ
は
彼
れ
0
恣
ま
、
な
名
妄
想_.の
翅
に
我
れ
等
を
乘
せ
て
仙
境
に
遝
ば_ん
と
す
る
。

:吾
人
は
更
■ら
に
多
く
の
時
.を
斯
く
の
.如
.き
妄
誕
不
條
理
な
る
思
紫
の
紹
介f
c費
す
の
必
要
を
見
な
い
で
あ
ら5
0

彼
れ
自
身
も
其
の
， 

主
な
：る

鐘
^

^

#の
：馨

駔

微
<p
提
唱
^,
;あ
.つ
た
靡
實
賺
認
し
.た
。
日

く「

然
じ
.な
'が
ら
、'.
:
,
'四
重
0
效
果
^
即
ち
錐
莨
な
る
風
俗
、 

窟
袼
*
中
流
及
戏
實
碧
蔭
級
の
調
和
、_
爭
.の
休
止
'-
惡

疫
:̂
::革

命

及

：び

財

政

難

:(
0
終
此
並
汰
^'
全
世
一
致
を
生
ず
可
き
結
合
せ
：
 

る
.產

業

：を

：組

織

す

.る
0
術
.た
：.る
主
婆
事
項
に
對
し
て
是
れ_

0
附
屬
物
は
何
を
與
法̂

域
外
に
横
は
.る
新

秋

學

-

^

宇

宙

組

織

論

'.
»
1

神

發
達
學
、
：；
.：類
同
論
一-

に̂
關
す
る
余
の
：意
見

に
_

つ
^
余

を

攻

擊

す

：る

^

れ
#
自

身
0

_
を
.證
明
す
石
务
の
で
办
务0:
«
令
ひ':
-
-是
れ
等
.の
'新科學が誤謬：
で
あ
馬
鹿

.ら
1>
い
：も
の
：
'で
あ
る
こ
：と
が
眞
で
あ
：
 

る
と
^

^
1>
た
と
，し
て
も
、
余
妨
不
平
等
を
結
合
せ
し
め
ノ
而
：し
で
自
然
が
吾
人
、に
與
べ
た
る
が
ま
ゝ
の
ゆ
情
、
：、性
格
及
び
本
能
を
使
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用
;^
て
產
業
0
成
果
を
四
倍
な.ら
：し
む
：る(?
>
計
書
を
提
唱
せ
名
最
初.に
し
て
又
？

唯

：
'

1〉

の
人
で
.あ
：る
.

m

と
が
毫
も
確
實.の
度
を
減
ず
る
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も
の
^
は
％
い
。

人
：々)6
>
頌
ら
く
其
の
意
を
注
ぐ
可
ぎ
唯
；ー

(0
點
は
避
れ
で
あ
つ
て
、
單
に
放
送
.せ
ち
れ
た
に
過
ぎ
：な
い
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學
で
は.な
：

■

.
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礎
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彼

れ
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引

ヵ
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：
.
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れ
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是

れ
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つ
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全

：
宇

宙

を

通

忆

セ

^
^

然
^

果
は
組
合
：で
あ
：つ
.て

;-
/
:
?安
：は
現
在.に
於
い
て
は
人
爲
的
な
不
自
然
教
障
礙
忙

^

.ば
‘
社
會
的
調
和
艾
齎
モ
又«
の
.
谨̂
並
が
に
人
間
；©.幸
福
及
び
安
寧
を
著
し'<
'
'增

加
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可

き

ゼ

ぁ

る
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°'彼

れ
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：欲

愦

も

性

向
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孰

れ
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.
 

も

其

れ

自

體

M

於

^
て
は
不
善
に
非
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做
す
の
論
點
か
ち
出
發
ず
る
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是

れ

等
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も
0
を

の
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之
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じ
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し
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介
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鲁
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滿
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む
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な
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友
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し
た
の
で
あ■る
。

>K
の
喚
び
起
す
情
緖
は.精
刷
の
必
要
物
で
あ
る
。

(ibid., 

I 
く
. J>，

3
-
3vo
'
.

)

o
Jf
t
の
欲
^'
は
野
心
，家
、

廷ts
、
敌
業
姐

合
，
商
人
、
華
美
な
る
社
會
に
在
？

烈
し.く
燃
ぇ
る
。
人
如
の
精
神
は
陰
課
的
欲
情
に
對
し
て
不
可
避
的
办
要
を
布
す
る
も
の
で
あ

つ
て
氣
の
陰

^
の
&
せ
ざ
る
際
に
对
、
そ
は
ノ
遯
戯
に
於
い
て
、
劇
場
に
於
い
て
、
小
說
に
於

.

s

て
、
熱
列f

に
人
工
的
の陰

！！

を
求 

め
る
o (

L
e

 N
ou
y
e
a
-
U 

M
o
n
d
e
r

 1
8
2
9
,

デ

^

胡
蝶
的
欲
德
週
期
的
變
化
、.

■

的
狀
態
、
：
場
面
の
變
化
、
苛
烈
な
る
出
來
事
、
錯
煶
を
喚
び
：起

.
b覺
宫
及
び
心
意0

兩
者
を
刺 

，戟
す
る
を
®

新
奇
：に
對
す
る
願
望
を
意
味
ず
る
。
這
般
の
願
望
は
.ー.
.時
，間
每
に
適
度
に
感
世
ら
れ、j 

1時
間
每
に
强
烈
に
感
ぜ
ら\

:: 

る
0
:斯
乂
の
如
卷
願
肇
が
滿
さ.れ
な
い
と
し
た
な
ら
ば
、
人
は
微.f
l
l的
肷
態
及
び
倦
怠
に
陷
る

o
(
i
b
i
d
v
p
,

 

7
9
-
00
0 

0.0
胡
蝶
^,
次
淸 

は
.デ

物

質

的

傭

域

总

，於
い
て
は
、
保
健
的
均
衡
を
坐
ず
名
、
若
し
或
る
考
が
織
物

V
.縫
物
、
.書
物
、
^
し
ぐ
は
其
の
身
體
及
び
.心
意 

.
'の
：總
：ベ.
.百

部

^
^
 ̂

1.

日

士
.一
時
間
亂
ー
の
作
業
に
.於
い
て
勞
作
す
る
と
し
義
ら 

ば

:
傭
康
は
炎
.然

害

せ

：
ら

れ
?>
.
0斯
く
の
如
き
場
合
に
は
事
務
所
の.仕
事
に
於
け
る
と
等
し
く
、
沾
微
な.る
農
業
上
の
勞
働.に
於
/>
て 

す

:^
.馨

如

■#
ず
る
。-
--
は
四
肢
.及

び

：生

命

に

必

要

な

.る

器

官

を

疲

勞
.せ
3
め
:;
'
>他
は
諸
固
體
及
汉
諸
液
騰1
隊 

.胡
蝶 

的
欲
情
は
フ
欲
情
的
領
域
内
に
在
老
气
挪
楮
の
和
合
说
坑
す
る
も
の
乂
和
合
を
す
ら
生
ず
る
。

.例

.へ

.ば
、
甲
と
乙
と
は
相
容
れ 

.ざ
る
氣
質
の
一
人
：
々
：
で

あ

.る

お

す

奮

脊

の

廣

ダ

赴

公

ハ

七

巢

圃

办

其

の

コ

：
ー
分
の
一

、
.即
ち
一
一
也
に®0

；

て

は

、
.
：
彼

れ

の

^
害

が

乙
：
.
 

の
：其

れ

と

；
ブ

致

す

る

％

、

'
而
も
'«
れ

が

彼

'れ

 

.

學

亡

と

が

ぁ

夸

同

ニ
.€>
;
事
は
甲
吃
關
^:
て
：乙
0.
嗜
好
奸
に
も
當.て
嵌
る
0
:
:
:
斯

兔

項
5:
ば
相
愛
す
る
こ
：と
な
ぐ
し
：て

：
彼
れ
等
は
相 

互

的

尊

敬
.-
;
>推
重
並
.び
.に
互
に
保
_

し

合

ふ

こ

と

に

刹

益

：を

有

ず

.る
*:
0
斯

く
'て
，
、

文

姻

國

.に

於

ぃ

て
 

み
利
害
は
、
齟
合
的
國
家.に

於

ぃ

て

：
は

敵

を

す

>̂
'
結

合

す.る

タ
^
は
.琪

に
ょ
っ
て
相
容
れ
苳
る
性
格5:
:
融
和
す
る
0
,
,縱
令
ひ
僙
か
^

ーー+
:人
ょ
り
成
右
に
し
る
、
一
組
が
，

I

百
の
他
の
組
#C
其
の
成
員
を
加
入-
 

せ
し
め
、
 

.是
れ
等
の
^
の

と

着

及

び

利

害
0
結
束
を
形
成
^
る
；
を

得

名

は

遺
.舣
0
期

間

の

鐵

少

：
に

ょ

：
る

の

で

あ

：
る

0
£-
個
の
：主
要
目 

的
が
得
達
せ
：ら
^
可
き
で
あ
^
と
す
る
&
ら
.ば
、
：：此
の
墙
同.の
：.缺

;;
<
可̂

ら

：ざ

：
る
.：こ̂

が

明

か

セ

爲

る

で

あ

.ら

ぅ

-0
是
れ
等
：
の.冬

0
'-
 ̂

C
1

.
}資
本
*
,
:勞

働

及

び

：技

能

に

割

り

當

：
て

ら

る

.
>
3重

の(

配

當

，の

平

等

な

%

分

割

ノ

 (：1:

—»)

今
.日

：に

於

い

て
'は
：
不

和0
最

太

，な.る

泉

源

.
で 

.あ

々

貪

欲

の

：
作

用

を

通

じ

て

©
利

寄

の

：
売

金
'な

る
--
-
,致

で

あ

る.
0-
甚

と 

 ̂

•

■

,
;合
成
的
欲
情
は
あ:6
>
ゅ
る
活
励
北.於
い
て
覺
：官
及
び
精
神
の
；合
成
的
誘
惑
我
し
く
：は
怏
厳
、
從
っ

‘て
叉
"權

り
の
：み
生
ず
る
盲
自
的
熱
中
を
要
求
す
る
：

o
,是

れ

等
0
事
情
：は*
明〗

馨

_の
，勞
^

^
殆
ん
；ど
全
；ズ
相
容
れ
ざ
^

も

..の

セ

あ

今

勞

働
^
人
^
が

-^
子

供

で

す

ら-̂
衾

氣

の

流

通

の

惡
^
建
築
場
の
中
で
笞
撻
せ
ら
れ
て
一
日
屮
五
時
間
尨
勞
^
す
る
英
國
の
.紡
_
エ
1

の
如
き
^
仕
尊
^

中

で

最

も

自

慢

せ

ぢ

れ

“て

ゐ

る

も

の̂
於
^
て

す ̂

て
何
等
か
の
誘
惑r

^
里

：示

す

る

扫

こ

ろ

か

、
こ

單

に

-

'.
5

の
苦
難
^
る
に
過
ぎ
.樣

い

々̂

0
'て
、
：
十
1
:
:
.
ー
の
：欲
，愦
中
：に
在
.
つ
：
，て
：最

も

美

：
し

い

务

v
fe
;f
e
>tf
^

u
.v
>
:
$<D
:
re
ft
&
々

r
:
C
T
h

60r

f

d

^
 

4
0
5
0
0

 

へ
：

.

；:

#
ち
ゅ
る
.ま

.
0欲
情
が
綽
合
し̂

調
和
カ
，

(

:«
蒙

泾

|

)

‘
.
稱̂
：哞

の
で
あ
っ
て
、
そ
は
個
人
の
荦
福
奄.し
.：て
今
白
^
於
^
.て
：ft
'
甚
.し

ふ

嫌

は
.1
.
:ぎ
彼
れ
を
圍
繞
す
る
總̂

て
の
：者
 ̂

調
和
せ
1
む
石
共
の
.牲
向
.で
#
る
;,
0
.そ
ほ
女
明
時
代
£
在
つ
へ
て
ほ
、
：：
镇

士

畫

窠

ナ

ニ

の

欲

懷

に

比

.す
る
、も

猶

ほ

署

：̂に^
^

^
の
多
食
い
；
,4
の
.光
あ
^
0
;条

は

签

人

類

が

富

裕,:
^
自
由

 ̂

ぃ
て
の
み
惟0
發

達

せ
1
め
.ら

る

、
を
得
る
際
涯 

な

き

博

愛
.普
遍
が
慈
心
で
あ
る
。
即
ち
*
そ
を
確
立
す
る
が
爲
め
に
，は
覺
官
に
對
し
て
は
ル
暫
な
る
等
紙
立
て
ら
れ
た
任
務
、

四
侗 

產

經

濟

错

解

翅

■

、 

一 
〇

洱

(

ニ 
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'

.
:.
.■
裒

經

養

■;
;

;
*

•

.

ハ
,
：
: 

a

 
ニ 
六)

：

€

感
情
別
集
團
'm
對
如
て
，は®
全
な
名
自
；

S
、

又
分
配
的
欲
情
め
對
し|
.て
：は

分

塑
«>
-
茈

義

が

存

す

：可

き

で

あ

る

0
あ

ら

ゆ

：
る

欲

情

ほ 

肖
由
.の
支
配
を
與
ベ
ら
れ
な
け
れ
ば.な
ら
ぬ
o
.
.
あ
.ら

ゆ

る

他

：の
«
程

は

自

然

ぬ

反

す

芩

も

の

ー

で

：あ

る

::
:
0是

れ

等

の

も

の

を

し

；
で

無

拘

束 

.な
ら
し
む
る
に
由
つ
て
、
へ:そ
は
：ょ
1

咼
-#
形
態
の
欲
情
を
坐
ぜ
.U
め
、：

新
た
な
る
も
<0
を
_
造

し

、

而

し

て

終

に

は

完

全

な

-
る

調

和

及
 

び

幸

福

の

狀

態

；に

導

.く
可
ぎ
^:
の
ゼ
あ
.
0
.て
、>斯
く
て
社
會
的
完
成
ば
達
成
仓.；ら
れ
る
0
;^;

ィ

ズ
.^
卺
^
つ
■て
力
寓
^
が

自

由

競
..
#
め
制
离
の
下
に
於
げ
る
相
五
_
爭
に
代
へ
：て:'
'
彼
れ
等
自
ら
社
會
的
團
體
を
組
織
し

'-
'
相

互
0 

利
益
.
爲̂
め
.に
^
1
1
!
す
.る
.の
..傾
向
あ
,̂
^
と
.を
意
味
す..る
0 

八
.
.,'
.
.
.
.
.

人
：'
:
:
フ
1

^
予
の
類
.同
の
觀
念
に
在0
て
ぼ
，
友
情
ば
音
階
れ̂̂
^
^

楕
圆
、
銀
で
あ
り
、
：
父
齋1'
曝

の

5
0
1
*贺
、
減
法
’
拋
^

^
ジ
绩
で
あ
り
、
野
心
は

•

的
、
镇

.乘

法

、
：
雙_
線
》
«
で
あ
ヴ
、
陰 

謀
的
欲
博
は
.！̂

、
-藍
敦
數
？
：螺
狀
線
、

..銀
で
あ
り
、
交
•
的

欲

情

は

泛

、
綠
、
比
例
、loEI

;
a
t
r
i
c
e
、

白
金
で
あ
.'り
、
合
成
的• 

欲
情
は
.La

、
.

橙
、
遲

、.•L
p
g
a

-P.
t
h
m
f

、
金
で
.あ
り
、
調
和
：

は
 

S
、
岛
、
自
乘
、

 ̂
^

;

フ
ー
リ
-エ
が
到
達
せ
ら
名
可
き
極
致
と.稱

し

て

居

，つ

た

完

全

な

^
調

和

の

狀

態

に

相

つ

で

は

、

：あ

ら

ゆ

：
る

欲

情

は

：其

^
く

：
一

 

般

的
 

^
$
_に

食

献

ず

る:'
£
と
-\
:
爲

，夸

の

で

あ

る

。

.
彼
れ
の
生
鑛
は
毫
も
献
身
的
努-^
忆
依
>るj

g

と
.な
'<
'
'
.、：，最
も
無
脉
腺
な
る
欲
望
>
最
も
無 

拘
^
な
名
欲
愦
.に
訴「

へ
：る
^
の
：で

あ

：
る-?
_

れ
は
言
ふ
夕「

余

(0
理
_
は
：
、
規

在

非

難

^
吾
^
に
與
へ
^
る
が
傲
に’處
弋
如
何
な
る
方
取
に
於
^
^
か
是
れ

 

斯
く 

'€
>
如
：含
は
欲
情
的
引
ヵ
：の
算
法
め

.全

神

秘
:.
:
>全
秘
密
电.あ
：る
？
其
處
：に
：

^

が
®

^

.と
が
.疋
.し
が
づ
た
か
過)

つ
^
思
蜂
た
か
に
關
し
て
は
何
等
0
論
述
も
^
.チ

る

こ

と

が

な

：い
：、
亂

合

的

制

處

比

、
是

れ

等

(0
:も
0
を
變
ず 

る
こ
と
な̂:
又

刷

；カ
是
れ
等
の

.̂:
‘̂
を
吾
.人
.：に

與.へ.
.
.
た
^
が
鑛
に.利

用

ず'る」
.
と o

rs
.
.
T
h
かo
t
\
d
<p
'
.
.
T
u
'&
^
.
^
n
i
v
e
r
s
.
e
l
l
e
,

;:
.
1<|
. P-

K

0

O
 . 

:
 

: 

1
. 

V

.

.

. ”， 

.

.

. 

.
-
-
.
.
.

V:;:

あ
.ら
ゆ
^
伸

期

は「

機
權
0
植
軸」

(pivot 

de 

m
e
c
a
n
i
q
u
e
)

を
形
成
し
而
し
て
共
の■存
在
す
る
と
せ
ざ
るi
が

時

期

の

變

化

を

：決 

^
ず

：#

ー

嫌
0

#
拽

を

禅

す

石

：
。
：：
：遺

般

0
特

淫

の
•絶

對

的

隸

屬

で

、
あ

.り
：、
澈

五: «
即

ち

_

時

代

に

於

い
て
は
、
そ
は排
他
的
結
婚
及
び
法#:
のg

圍
內
に
於
け
名
_

の
自
ぬ
であ
り
、
• 

第
：六
■
即
^
^
:
l
i
s
;

« :
ie
於
^

^
« :
':
-
'
>
:̂
:は
婦
人
に
^
權
を
保
證
す
石
戀
愛
的
團
體

(la 

corporatiQn、>
I
S
S
M
e
)

で
あ
る
o(
_未
開
の
：
 

人
民
^

^
的

結

婚

：金

採

：甩

も

た

：欢

ち

.：«

.彼

れ

等

は

短

時
0:
間

：
に

道

般

：
の

_

證

.み
^
ょ
^

び
1

@

採̂

用
1>
农

欢

ら»
、
五«人
.は

唯

だ

此

.
の
'
ー
 

つ

の

變

革

，の

み

に

ょ

.つ

.て
未
開
と
爲
り
、
而
.1
.
て

普

人

が

.
戀

愛

的

保

證

を

採

用

し

た
 

な

ち

：ば
、
晋

人

ば

唯

だ

免

れ

の

:»
に
_

つ
；て
文
明
ょ
り
退
出
し
て
、
第
六
明
に
入
る
こ
と

A
爲
る
可
き
で
あ
るo(TII

赏

i
e
d
e
s

louatre 

M
O
U
,̂p
e
n
s
^
t
なe

s
'
D
l
i
&
s
,
G

::8v
6rales, 

100
0
00
, 
y

1
2
4
0
0

原
則
と
し
て
、.社
會
的
進
步
と
時
代«>
變

化

と

、
は

自

由

に

向

つ

.て 

.の
論
人
.

Q;

前
進
.に
.依
つ
.て
成
：u
遂
げ
^

叉
社
會
的
秧
序
の
頹
廢
は
婦
人
の
自
山
の
減
少
に
依
：

0
て
生
ぜ
し
め
ら
^
る
0.他
 

も
是
^

^
の
.政

治

的

推

移

.
に

影

響

す

る

が

、

.

而
も
如
何
な
る
腐
因4
雜

ち

'
婦
^
の

地

位

に

於

け

务

變

化

の

：：
如

く

迅

速

：に

社

會

的

進

步
 

若

-

^

は

衰

微

を

生

^

名
:1
め
&

存
す
.る
と
と
が
.な
い
。：
一

：

言

以
つ
；て
之
れ
を
蔽
.へば 
>
.婦

人

：.に
»

す
為
特
權
の
.擴
張
は
總
ぺ
.て
：の
社 

- 

(ibid., 

p.. 

I
S
O
.
)
。

「

マ
リ
ア
.•テ
レ
ジT(

M
a ユe-

诌 
E
s
e
y
o
如

き

.女

文

夫

か

ら

^〜
s
i
n
o
n
v

 

.や
セ
^
ィ
！

1
;

テ(
S

震g
n

--
の
や
ぅ
な
更
ら
に
温
和
な
る
色
合
の
其
れ.に
至
る
典
の
翅
を
延.ば
：す
に
：成
功
し
：た
婦
人
た
ち
を
指
摘
す
る 

に
：̂
殳

て

身

余

食

启

由

の

：
袱

態

.

.

に

於
_け
る
婦
人
が
腕
カ
の.附

屬

物

：に

非

：ざ

る

：心

身

0
總

べ
:̂

稱
^
て
誤
り
な
き
を#
令
も
の
で
あ
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1
V

.エ .

は

择

^
か

に
;0
名

の

；諸

法

則

を

等

閑

：
に

付

'せ

；る

の

：故

を

以

つ

：
で

轎

^
 ̂

人
類
を
宰
福
な
ら-
 

し
む
る
の 
目
的
を
以 
つ
て
嚴
れ
等
諸
法
則 Q

 
眞
の 
•議
に
人
類
を
呼
び
戾
さ
ん
 
こ
と
を
企
圖
す
る
。
 

差
し
按
ふ
る
こ
と
な
く
汝
の
資 

に
從
へ
、
然
ら
ば
汝
は
必
然
此
の
抵
に
於
け
る
使
命
真
ぅ
す
可
き
で
あ
る
。

-
汝
.の
息
的
本
能
は
汝
が
運
命
附
け
ら
れ
だ
仕
事
に
向 

力
て
汝
を
吸
弓
す
可
ぐ
、
而
し
て
汝
の
諸
感
情
は
汝

Q

特
殊Q

狀
態
に
嵌
い
て
最
も
望
ま
し
い
對
象
の
追
求
に
，粗
つ
て
汝
を
指
擎
す

！

P

 

:t
で
あ

る

^
く
て
^
11
!
.の
多
様
始
::
|
1來
す
る
業
務
の
多
様
を
喚
起
す
可
く、
_而
.し
て
其0
.|:.般
的
結*:
は
宇
宙
を
通
じ
'て
.の

,|
和
的 

翁

爲

塞

圣
な
る
滿
_

る
可
き
で
あ
る
。完

全

な
I

和
の
狀
態
に
往
つ.て
は
、
あ
ら
ゆ
る
欲
情
は
ニ
 

.般

的

幸

霞

：最
も
樂
む
こ
と 

，
困

灘

着

；者

が

百

倍

め

滿

足

灰

得

せ

し

め

も

る

可

き

ま

で

.に
売
全
；f

繁
榮
に
對
し
て
其
の
負
檐
部
分
を
貢
献
ず
可
ぎ
で
t

o

;吾
 ̂

は
和
故
.、篇

人

の
_
然
的
彻
向
.窗
：抑
踱
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
かo.そ
は
單
に
苦g

を
生
ず
る
の
み
で

あ

つ

て
、
斯
く
て
又
、 

 ̂

て

、
：
快

感

及

び

滿

M
を

生

ず

，る
.所

の

も

の

：
は

取

：
し

く

な

け

れ

ば

^
ら
.ぬ
0

一
 

刃
^

#
こ
於
， 

て
激
.め

設
.け

ち

れ

た

調

和

か

存

ヤ

'る
.が
故
に
、
厕

に

よ

つ

て

靈

せ/

C0

る
、S

で
あ
る
か
ら
總
べ
て
皆
善
な
各
吾
人
の
：自
然
的
本
能
を 

'
#沏
^
る
：に
於
い
.て
3
.吾
：入
.，は
單
^-
'
自
然
め
計
|
6を
損
壞
1,
:
吾
人
自
身
0
;奉
賴
^-
損

傷

：す

：
る
(0
み
で
あ
；る̂

E
j
M
5
c
^

其

；
の

性

句

：
こ

よ
つ 

;て
類
別
言

；f

 

l

;

l

o

i

れ
ほ
仕
事
を
し
て
、
⑩

悲

慘

善

女

明

醫.に
：於
い
■

す
本
が
如
き
純#
た
I

役
よ
り
轉
じ
，

'
:て

;:
:
«赞

に

：
し

允

興

舞

あ

：
る

も

の

：
：に

變

ぜ

し

め

ん

と

す

る

^

^

K
:言

■

岑

こ
.と
f

、
：
：
_

之

れ

蕃

情

に

ー

蕾

凑

0
:ー
文
明
^

あ
り
混
亂
：电

ゐ

遠：

は
、
：.養
■
の

道

憑

原

善

浸

潤

茗

彼
れ
等
め
腦
漿
を
絞
り
：、：斯

圣

又

、
彼
S

:
を
し「

馨

.

1
の
'目
的

-A
惘
の
諸
欲
情
が
，
總
■ベ
て
例
外
な

く
-
-
.
-

吾

人

が

過

つ

：
て

寒

と

：
名

附

く

る

も

'

f
他

の

：為
^̂

れ
た
も
.の
，で
あ
る.が
#:
に
：、
：.是
.れ
等
の
'̂Q:

す

■&
—

m
作

用

し
#
可
き
結
合
を
着
出
：ざ
^
は
れ
ば
な
ら
ぬ̂

©
し
5

>
吾
人 

は
諸
欲
情
の_

_
の
榻
き
が：

1
'般
的
，調

和
を
生
じ
や\;
..あ
.る
；を
見
る
可̂

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
.今
日
'
に
：至

る

ま

：
で
：
>
.

人
間
を
：し
て，. 

.
其

の

辕

境

擔

合

：せ1>
む
る
：中$
に
：彼
れ
を
變
寅
せ̂
と
：す
る
：
.
0努
^
辦

篇

，に
續
け
ら
れ
た
、
吾
人
は
反
對
の

.暗

示

圮

從

づ

*

、
，
環
 

.境
を
し
て.人
間
に
適
合
；せ
し.む

る

，や

ぅ

に

.

之
：れ
を
變
更
し
な
け
れ
ば
が
ら
ぬ

0 
.

人
間
は
神
の
作
品
で
あ
る
に
反
し
、
環
境
は
人
間
の
製 

作
物
な
る
が
故
に
、
.實
際
.に
:;
:
>
:環
境
は
人
間
ょ
り
も
遙
か
に
容
易
に
改
變
せ
ら
る
，

\
を
#-
可
、き
で
あ
る:0(

c
h
a-s
*
.wGide,i 

c
h
a'&
s 

Fomlier, 

o.euyres..-ch

o.isies, 

p. 

xv-xvi.

ン
。
'

'.
,
へ
プ
：
ト

リ

：驗

g

理
：想
は
：人̂

.神
か
も
勞
作
を
强
制
せ
ら
る

〜

こ
と
(0
,
な

い

社

會

的

國

家

で

あ

る

.0

勞
働
は
何
が
故
'に
遊
戯
と
化
.せ
な
い
の
^

F

が
敗
に 

遊
技
に
際
し
'て
J
R年
に
ょ
つ
て
示
さ
る
、
と

同

1

程
度
の
熱
心
が
仕
事
に
對
し
て
は
示
さ
れ
な
い
の
，で
.
ら̂
^
^
0
.
:
勞
働
は
>
怠
|
1
2を 

■■
'
選
む
ヒ
と
が
全
然
自
出
で♦
る
海
®
、
蜜
蜂
、
胡
蜂
、
蟒
の
如
き
被
造
物
の
歡
喜
を
^
成
す
る
、
而
も
.、
神
は
彼
れ
等
に
供
給
す
る
に
產
.

業
に
.對
す
る
引
力
を
有.し
；而
し
て
產
業
に
從
事
し
つ
\
あ
る
を
以
づ
て
幸
福
な
ら
し
む
る
一
の
社

#
的
機
墙
を
以
つ
て
し
た6
时

が

放
.

に
彼
れ
は
是
れ
等C

動
物
■に
等
し
き
恩
葸
を
吾
人
に
與
ふ■る
こ
と
を
し
衩
か
つ
た
の
で
あ̂
ぅ
か
o 
.彼
れ
等
の
產
業
狀
態
と
菩
人
の
興 

れ
と
の
間
に
は
甚
だ
し
く
大
な
名
相
違‘が
存
す
る
。
露
西
扼
人
、T
ル
デ
:̂
'

义
ア
人
は
鞭
浩
し
く
は
棒
を
恐
れ
て
、
英
國
人
、
做

國

人
•

は
其
の
.貧

家
.i
t
と
.寄
り
添
ふ
て
忍
び
來
る
飢
脑
會
恐
れ
て
勞
作
す
る
、
.其
の
自
曲
が
吾
人
に
謗
承
せ
ら
れ
た
希
職
人
及
び
羅
馬
人
は
今
”

日
の
植
民
地
に
.於

け

る

黑
,A
と
等
し
く
奴
隸
と
し
て
ハ‘又
刑
罰
を
恐
れ
，て
勞
作
し
た

o 

(

T
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o
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n
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.
I

-
フ
ー
リ
'エ
は
、
總
べ
て
.の
人
が
其
の
仕
事
に
ょ
つ
て
生
存
の
最
少.慨
^
哪
得
す
可
き
匕
と
が
，、權
か
で
あ
る
な
ら
ば
、
.勞
働
_の
、享
樂
化 

*
版
經
濟
羃
題 

< 

.
1
0
九

.
、(

ニ

1

九)



古
版
經
濟
啬
解
題 

：
ー
ニ
0

Q

一
二 

o) 

は
可
能
な
る
可
き:%
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。
最
初
の
權
利
は
坐
命
を
支
持
ず
み
の
權
利
、
人
が
空

.腹
な
る
.の
時
に
食
.ふ
の
權
利
で
あ
るo 

ィ
工
ス
は
或
る
者
が
空
腹
な
る
の
時
、
必
要
な
る
も
の
を
、
典
の
看
出
さ
る

X
處
に
於
い
て
取
得
す
る
の
權
利
を

^

聖
な
ら

し

め

^

。
f

f 

し
て
這
般
.の
權
利
は
、
人
路
に
對
し
て
坐
計
の
最
少
服
を
保
證
す
る
の
.
_務
1
社
會
體
.の
.上
.に
課
す
る
。.戈
明
は
.人
.民
ょ
'り
其
の
最
初 

の
自
然
權
、'狩
獵
、
漁
撈
、.採
集
、
牧

養

の

四

屋
•權
を
奪
ふ
が
故
に
、.そ
：̂
之
れ
に
對
し
x
m.
;
«:
::

q資
任
を
負
ふ
も
■
.
.あ
.谷
。
：
斯 

く
，の
如
き
義
務
が
承
認
せ
レ.れ
ざ
る
，間
は
、.相
互
に
協
定
せ
る
社#
契
約
は
存
す
る
こ
士
が
な
い
。
唯
だ#
す
る
も
の
呔
、
' 生
活
2>
,芯 

要
物
を
有
ず
る
こ
と

•な
く
'
而
し
て
免
れ
が
爲
め
に
第
五
の

權
利
を
囘
復し
、

有
す
石
者
を
劫
掠
す
み
が
：爲
：办
：
'に
：俱

樂

部

若

し

く

は

.內
：
 

部
的
聯
盟
を
形
成
，す
る
の
倾
向
あ
る#'
數
者
に
對
す
る
壓
迫
の
聯
盟
、
有
す
る
少
數
者
.の
聯
盟
の
み
で
あ
るo(

L
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最
も
ょ
く
自
己
に
適
す
る
仕.
S

震

を

還

す

る

の

自

由

が

各

人

に

與

へ

へ

れ

、
而
し
て
又
、

'
.勞
働
が
想
像
を
：刺
戟
す
る
に
於
い 

て
缺
く
る
ビ
と
の
だ
い
多
樣
な
る
性
質
に
分
岐
せ
し
め
、ら
れ
、
歡
喜
と
美
感
と
に
包
吏
れ
て
象
樣
：世

.ぢ
る
：：\
と
し
た
を
；ら

,̂
^
^
^

兆
O'
强
制
的
の
性
質
を
失
つ
；

H
、

單

に
一

定
の
能
カ
を
行
使
す
る
の
機
會
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
看
做
ざ
^
可
^
で

あ

ら

か

0

,
灰

く

の

^

 

き
結
果
に
到
達
す
る
が
爲
ゃ
に

i
r
.

彼
れ
は
勞
作
者
を
組
及
び
班
に
分
つ
て
其
の
缺
默
を
科
用
す
る
。
彼
れ
等
■

雄
と
赚
も
、
調
和 

的
に
排

列
也
ら
れ
た
場

’合
I
は
有
用
な
る
刺
戟
，

-u

爲
るq
で

き

。
.各

個
人
は
.

n
n

己q

麗

に

從

つ
S

れ
等.Q

團

體

ヒ

加

入

す

.
る

こ 

•i
-
を
得
可
き
も
の
で.あ
つ
て
ノ
又
、.1

‘の
團
體
か
ら
他
に'移
る
こ
と
が
§;
^ :
で
あ
石
0
. 

、
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-
.
r
v
.
:
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ポ

彼

：れ

は

同
_
に
象
族
の
観
き
を
摘
張_
芩

ブ

歡

ね
_

紙
情
義
び
引
ヵ
顏
權0
學

義

を

.生

張

す

るv°彼
^

1取
づ
ゼ
は
、
フ
ァ
ブ
ン
ヂ

.は
組
_
の
；單

位
<?
:
:1;
て

- ;
方

に

於
^
て
ば
家
族
，に

代

义:-
.:
'
:
他

方
^
於

.い
文

f c
-

代
る
の
で
：あ.る
。
：
彼
柞
は
是
れ
等
の
兩
者
に
對
し
て
甚
小
靶
苓
役
割

^
當
^
る

-^
河
^

緒
婚
れ
雛
ば
签̂

.

:

,

1

:
 

-

勝
來
.の
婦
人
は
男
子
占
等
レ
<:
.フ
ー
ラ.
：
裳̂

活

翁

ぬ

參

加

ず

苓

に0;
つ
'で
經
濟»
支
持
を
赚
塚
せ
ら
れ
プ̂

於
け
る
高
ぎ
地
位
を
割
當
て
ら
f

の
で
お
る0ぃ
彼
れ
等«;
:
永
續
的
結
婚
を
選
ぶ
：も
、
亂
交
：を

選

ぶ

-4
;
自
由
^
委
^
ら
れ
る
0
'
.
:
斯
く
て
、 

t
A-
の
婦
人
は
、_

々
：な

令

て

；呼̂

•

.又
;:
>
^
^

W

P

易
ぎ
數
发
の
，夫.

I
配
«

' #
*
其
の
モ
#
の
■父
^
及
び
單
取
各
所
有
若
の
外
に
愛^-
^
有
ず
る
.こ
と
を
許
ざ
：る
可
き
で
あ
る
。
與 

.乎
犯
亦
ブ
是：

れ
等
の
事
項
.
2於
^'
す
：§
峻
嚴
な
を
^

敗
は
我
が.文
畊S:

害
惑
士
僞
善
と
を
終
熄
，
じ
む
る
：も
以
セ
あ

^
。
：‘調

和

：ひ
狀
態
於̂

吾

人

.に

取

つ
て
不
德
な
る
も

の

.

は
德 

と
爲
り
、
M•
■
し
*t
:
德

ば

不

德
<?
:
•
•化

す

み
:o
.
^
!
l̂-
敎
檢(

R
&
&卷

T
,:
:
•

ら
に
谨
#■
'
敎
的
道
德
の

■

敎

旨

と
-
歐

じ

尨

唐
^
た
_な
ら
ば
，
彼
れ
は
其
の
傅
道
に
於
い

..て
更
ら
に
成
钓̂
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思
へ
ら
く
、
必

要-*
せ
&

§

も
め
«

%
前
述
せ
岑
が
如
寒
十
：

*

の
®

^

是
れ
等
：の
も
の:\
:作

用
0
給

果

は
^
調
和
カ」

：_
た

る

可

き

..で

あ

る

*:
-
0調
和
力
を
，じ
て
十
分
^
效
果
を
擧
げ
し

む
る
が
爲
め
に
は
、
先
づ 

現
孩
の
人
爲
的
が
る
此
會
的
環
境
を
排
斥
し
ぃ
既
止
於
な
け
れ
试
な

&
ぬ
タ
環
境
ば
之
れ
：に
資
す
る
;%
の
.で
な
け
れ
ば*

ら
ぬ
o
:
是
に

於
い
で
呼
、>
1
.
,リ
.エ
ば
斯
ん
の
舶
き
理
想
的
瑗
境
を_
備
し
、'
之
れ
を
フ
.ァ
^
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.
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:
. 

■■
 

■
 

■
 
.
 

•

.

.

.

'

-
 

-

.

六
0
部
族〗(

潘

4

若
3
く

は

藤

に

分

：ち
、
、其
の
：各.々

は
略
々
男
女
嘗
人
を
包
含
す̂

:迄
;©
幼
年
、
：第
1
1は
©
歲
が
ら
七
歲
に
至
：る
.少

靜
.ー
最
後
ぱ
七.十
歲
以
企
か'
&死
に
_

る
迄
0
類

の
：

U

隊

：：

(

&'
|

^
釔
包
有
1.
4
是
れ
等
十
六
部
族>
:脖

し

ズ

達

ー

军5:
是

れ

即

ち

フ

ー

リ
'-
が 

*.
:
版

經

濟#:
解

題

'

.

一

r

.

*>
ー 

ニ

ニ

，

)

,



古
版
經
濟
書
解
題
 

一
二一

(

一一

ニ
ニ) 

ブ
；ァ_ヴ
>
ヂ

と

名

附

く

る

，
社

會

的

產

業

的

樂

圃

で

あ

る

。

調

和

：は

惟

り

，
此

の

フ

ァ

ラ
ン
チ
な
る
彼
れ
の
共
同
團
體
に
於
い
て
の
み
得
達 

耸

；ら

れ

る

。

フ
ァ
，
ラ

，ン

デ

に

在

つ

て

.は

.
,自
_
.に

發

動

し

，得
.る
欲
情
は
調
和
的
に..結
合
し
1
社
'#
P
利
溢
^
招
來
.，す

可

，
.き
*
,:#
:?
>
9
 

邀

れ

等0
圓

體

は

が

卷

ゅ

る

有

1

冬

結

合

を

行

ふ

：に

见

る

だ

け

0
大
-$
を
ー
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
；
#

官
其
:0
他
0
無
用
#
る
1
 

爸
必
耍
士
^
、、
若
1>
ぐ
は
^
般
；の
協
同
を
妨
#
务
患
セ
に
大
な
る
可
弯
で
は

な

^

。

一
 

フ
‘ァ

ラ
シ
：#

の
逾
當
な
る
入
數
も
亦
、
：
人
間
の
 

^

1
欲
情
：に
依
存
す
る
も.の
セ
あ
る
;:
:
9
:.?
1

V
系

，は

數

學

的

計

算

に

據

o
て
、
是
れ
等
十
一
一
の.欲

情

が

異

れ

る

個

人

：，に

於

い

て

八

酉

！

1

 

十
の
相
異
れ
る
態
樣
忆
於
：
5
:て

結

合

せ

：
ち

れ

得

る

こ

：
あ

を

看

出

す

::
0
而
4
て
あ
ら
ゅ
る
可
能
な
る
結
合
ば
總.べ
.て

の

：
：フ
ッ
ァ
ラ
ン

#

作
者
0
間
に
悉
ぐ
表
汞
せ
*
る
ー
可
き
も
の
，
.で

あ

る

;'
0
^

&
货

ん
«
調
和
：に

於

：い

^
缺

次

行
ひ
、
種
屬
を
永
續
せ
し
む
る
虼
十
分
であ
る

、
然
し
な
，が
ら
、
；永
久
、

：.

完
全
且
つ
滿

足
な

る

_

樣

に

がい
て
食
衣
住
を
供
し
、
敎
育 

を
施
し
:>
:
'而

し

て

其

の

成

員
0
總

べ

セ

を

支.配

す

る

に.足

名
0
カ

を

：獨

立

に

結

合

し

：
て

.、
完
全
^
る
社
會
的
及
び
産
業
的
單
位
を
形
成 

す
る
が
爲
め
^
は
、
：-
千
人
：若
-1
>
ぐ
は
其
れ
^

:1
1
が
必
要
で
あ
る
。'.:
:フ
:1
:
:リ
涔
は
1?
9
酉
0
氧
數
を
以
つ
て
、
可
能
な
る
も
而
も
望
ま
し 

か
ら
ぬ
最
鈀
限
と
認
办
、
：
.
1
;
?ァ
ラ
ン
.デ
'ぬ
在
つ
て
拔
其
.の
成
員
が
ニ
千
：茧
百
乃
至
：
1
.千
六
百
以
下
：で
あ
：つ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
看
做 

u:
;:
:
'
千̂
八
苗
乃
至II:

千
^
以
つ
て
適
當
な
る
員
數
と
思
惟
し
て
ゐ
る
。
':
'
.然

し

な

が

ら

、
：
：
斯

ぐ

の

如

き

員

數

士

雖

も

、

；

—*
纏

め

に

し

で
 

亂

雜

に

投

人

せ
g>
;
る
V

I
得

ざ

る

も

の

：
で

あ

つ

て

、
.
彼

れ

等

は

巧

み

に

 

>
:同
一':
の
：趣
味
を
有
す
る
七
人
乃
至
九
人
の
調
和
的
な
る
個
人 

の
.組
な€ri€s>:

を
齟
成
せ
し
ぬ
ら
る
可
き.で
.お
右
0ー
 

次i

い
で
->
相
關
聯
せ
る
趣
味
及
び
欲
求
を
有1>
つ
X
あ

る

員

は

結

合

し

て

#

々
一
一 

十

四

乃

至■1
1
1中

ニ
0
:班(

货
0
启
&
.
怒

成
.1
>
‘

是

托

等(0
'
班
ば
更
ら
ば
結
合
し
で
六
十
乃
至
八4
-の
班
0
組
を
成
し「

是
れ
等
の
も
の 

は
兗
フ
結
合
し
で
ブ
ざ
ス
ン
デ
を
成
す
の
で
あ
各
-
フ
ニ
十
種
以
薔
薇
を
栽
培
し
へ
つ

〜

あ
冬
^
^

(
^
m
e
: s
s
e
「

泛
U

を
^

^
し
、
'而
し
，て_

に
關
1>
.ズ
は
白
薔
薇
作
：り'ク

霊
|薇
作
ダ
、
^
薔
薇
作
り
：の
其
れ
を
形
成
す
ゐ
し
。

(
T
n

常
 ie 

de l
d
n
i
t
€

 

UniverseUe, 

I

•
ド 

，
 

：
-

.フ
ァ
ラ
ン
ず
は
與
の
冲
心
と
し
て
、
形
勝
の
地
位
を
卜
し
て
、
フ
ァ
ラ
ツ
ス
い
テ
ー
ル，(

p
h
a
l
a
n
s
#
e
)

る

稱

す

る
Ti
t
麗
な
る
大
#

设 

的
麓
灤
を
洧
す.る
^

の

セ

ぁ

さ

；
：此
處
に
最
高
ょ
1)
最
低
ー
に
至:3
各
»
.
_人
.員

は

居
往
す̂

0
フ
.？

フ‘シ
'ス
，
テ
丫
ル2>
中
央
部
は
平
和 

的
^
速
に
充
：當
せ
ら
机.：，；食
«

'#
計

:®
、
：評
議
隹
、11
書

室
*

»
强
室
等
を
有
す
可
身
で
ぁ
る
0
禮
拜
听
共
の
他
も
亦
，
.
此
の
中
央 

:
|
|來
置
か
る
可
き
で
ぁ
：る
0
其
0
鹩
の
1
は
，
大
エ
：の
仕
事
揚
、
：、锻
.冶
江
場
>
.總
べ
：
て0
鐵
槌
エ
場
の
如
き
ぁ
も
ゅ
る
喧
噪
な
る
仕
事 

場

を

游

合

沈

河

く

ノ

现

翼

は

隊

商

宿

'
.，(

C
I
V
a
^
l
E
l
v

v'

M

.p':447, 

4

4

«::
0
美

慕

下
:>
宿
奪
の
涉
道
と
は
老
人
及
が
.虛
弱
者
の
爲
め

;(
0
蓮
動
場
祀
供
せ
ぢ
れ
る9ぎ
 

:

事
#
德

易

に
_
絡

邊

つ
.が

獰

め

其
,'
夏

裳

通

し

ょ

乂

、
多
は
暌
め
ら
办
た
全

»
築
友
_

り
：て
通
ず
る
。
是
れ
等
の
も
：の

.は
又
、 

;»
傭
:-
^
を
陳
_
し

.'
產

業

的

、進

步

ゐ

：成

艰

女

«

覽

せ

^

^

る
；ガ
爲
め
：に
使
用
せ
；ら
れ
る

0、
紙

0
蘇
 

:
有
司
：の

命

令

は

泚

ゎ

織

せ

^
亦
、
'そ
は
^

-
皓
計
毫
、
;@
翁
局
及
.び
：天
文
*

同

々

の

區

褒

に

潘

す.る
0

!̂̂

立

顧

酿

味
::>

;
3
e
b
e
l
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:
1

摄

フ
ァ
.ラ
ン
ス
テ
ー.
•の
：內
部.に
：於》

て
；は
.
.;
:
;
.
»
恰
:̂
初
期
0
僧
：院
.の
_輿

札

を

：
想

.
は

^

1

定
.の
：顏

の

卞

に

、
■
共
同
：の
生
活
が
：
 

r
社

れ
:^
。
此
の
翅
物
を_

つ
.て
、
同
館
者;0
-#
要
^

四
百
：ェ
ク
タ
ー
ル
の
ハ
地
域

が
学
有
'^
1

德
各
耀
益
業
的
勞
«

备
種
：の
0:

■

I

I

•
奮

：
.-:
.
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;
:
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.
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:
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'
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四
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c
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四
.

〕

1
ル
の
住
圾
は
宛
も
隨
，落
以
前
の
ア
ダ
ム
の
如
く
、
又
、
其
の
褪
災
後
の
カ
ン
デ
ィ
ド
の
如
く
に
、
殆
ん
ど
全
く
典
の
_
圃
の
注
意
の 

み
に
從
琪
す
る
。
フ
ァ
ラ
ン
デ
は
自

.給
自
足
の
小
世
界
で
必
る
，
其
の
：消
费
す
る
あ
ら
.ゅ
.る
物
1
生

產

，し

、

而

し
_て
出
來
得
る
限
り> 

,

 

其
：の
速
產
#
る
：.あ

：ら

ゅ

：
る

物

を

消

費

す

：る

：小

宇

宙

で

あ

.る
，
_

同
消
費
ょ
办
生
梦
る
經
濟
は

〔

現
存
社
會
に
於
い̂

，せ
各
家
計
^
在
つ
セ
は
未
知
の
名
の
た
る
媒
樂
品
と
奢
侈
嚴
と
金
與
へ
る
ャ
フ
ー
ァ
ニ
フ
ン

」

デ
は
過
不
足
あ
る#
合

：
に

は

'

往

々

他

Q

フ
ァ
一 

，
一
ス
：
.ン

ぞ

と

变

易0手

段

を

取

る;'
°
.

フ
ァ
：
ラ

ン

.
ス

テ

ー

ル

ょ

：セ

.其

の

所

有

地.の

境

：界.に

：

至
：：

る

.
約

半

ば

Q

へ
距
離
に
、.四
；つ
の
、f
別
'莊」 

(
P
M
t
e

.^x).

が
相
異
れ
;^
方

向

：に

邀

設

せ

ら

れ

七

：、

.農
業
に
观
事
す
る
入>

の
用
に
供
：せ
ら
れ_る
 ̂

:他

：
の

藍

物

％

取

る

：：こ

と

：が

出

來

る

0

_
園

勞

働

を

：し

允
01
カ

あ

各̂

の

灰

ら.し

む

：
る

^
行

ほ

托j

花

丹

及.び

果

樹

は

穀

圃

及

：
び

牧

場

若

'1>
く

は

森:^
の
.：
間

に

人

々

交

；
タ

て

點

难

し

''
>
:其
の
位
置
.は

全

：
<
利
潤
と
.等
し
<
藝
術 

■的
效
果
を
目
的
と
し
弋
決
定
せ
：ら_る

河

：き

セ

あ

る

？

其

0
勞
働
は
其
れ
自
體
12
宴
の
性
質
を
有
す
：る
も
め
で
あ
る>

®

•*
天
幕
はnx

光
及
び
雨
を
避
ぐ
：る
が
爲
め
ー
に
使

-^
せ
ら
れ
る
。
其

；の
產
業
：に
於
げ
る
手
柄

_を
表
乐
し
：つ
\
;
あ
る
其
の
組
の
紋
賓
を
以
つ 

•て
飾
ら
也
た«
ゃ
雄
が
、.：
勞
作
し
つ\
.炎
る
部
隊
令
檩
示
す
石
：。
風
流
な
涼
亭
が
適
宜
の

.場
所
に
建
設
せ
ら
れ
て
ゾ
結
.權
な
揑
粉
菓
于 

.や
泡
立
.つ
酒
が
变
給.せ
&;
れ
る
。'
;勞
働
#
等
は
音
樂
の
，旋
律
と
：若

い
合

唱
隊

0
甘
美
な
歌
に
：連
れ
て
田
圃
忆
赴
き

' 
又
、

田

晒

ょ

り

歸

：

'る
'0
..,
'
.
.
'
:
'
.
.
.
.
-
'
.
,
. 

V
:

1,
バ
.-':■
■■

.
 

- 

>
: 

......
 

•

:
:個
人
：は
^

^

て
、
：團
體
.が
之
机
に
代
る
。
：：
此
の
驚.嘆
ず
可
き
^
|
|は
、
共
€>
完
全
に
由
つ
て
.
|切
の
.も
0
を
豫
見
し
、.ー
切
の
缺
乏
' 

に
備
ん
る
が
故
に
、
：繁
榮
は
貧
困
に
代
り
、
爽
快
：は
4
'切
0
戒
心
と
煩
勞
*
_フ
：1
リ.

ェ
：に
ょ
.つ
て
不
德
と
罪
悪
と
解
釋
せ
ら
る
、
善
と 

德
と
に
代
る
0
フ
：ァ
ラ
ン
ス.テ
ー
ル
に
於
い
て
行
は.る
>

ー
切
の
も
の
'は

生

活

を

し

て

自

由

，に

し

て

且

つ

.引
カ
あ
る
も
の
た
ら
し
め
、 

其
の
：成
眉
を
し
て
財
產
及
び
能
カ
の
相
違
に
拘
ら
ず
、
互
に
ー
家
族
の
成
員
と
發
做
さ
し
め

._て
、
不
快
な
る
階
級
的
.差
別
を
撤
廢
せ
し

!
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V

フ
丨
リ
s

::
m

H
怫
蘭
瓶
の
社
f

其

の

原

理

に

紙

つ

：菱
f

ー
る
を
以
つ
.

i

に
#
張

せ
I

可

き

時

期

を

待

望

す

る

も

の

で

ぁ

る

。

古

代

マ

ヶ

ド

，
一

ァ

軍

の

贏

，

即

ク

ス

§

0

.

3

が
逐
次
各
國

屁
を
征
服
ル
ヤ
、
ア
レ'グ
ザ
ン
ド
ロ
ス
の
帝

_
を
擴
張
し
た
が
如
く
、

：

淹
業
軍
；の.フ
；
ァ

ラ

.
ン

デ

も

、

假

厝

す

る

^
欠
く
勇
主
邁
進
、
其 

の
社
'#
的
征
服
の
：行
避
を
續
け
る:0
:

.

、

备
ラ
ァ
ラ
ン
：デ
の
長
：

^

1

7

|

1

|

.

|

れ
、;
-ニ 

D
u
a
l
:

の
：管
理
'の
下
に 

置
か
れ
、
更
ら
に
十
1

1

,し
て
3

|

9
の
|

^
 

1

^

.

1

,
'o
c
tぶues. 

E
n
l
r
q
u
e
s
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D

f
 q

l
'-
o
j
^
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b

l

a

l

e
 

.

は
全
大
陸
を
支
配
し
、
而し
て
最
後
に 

.-
■.
0日

归
玲
€

6
は
全
#
界
0
フ
.ァ
,フ
.ン
デ
;:
'
0
,全

系

銃

を

銃

治

す

へ

る

0
各
支
配
者
.は
自
已
の
部
門0
み
.に

於

い

て

破

斯
く
て一

フ 

フ
ン
ザ
S

政
部
中
に
坤
レ
士
1

-;
®
の
男
女
の
；機
能
及
菌
和
' *

全
世
採
の
撮
高
常
に
は1

5」

人
-の
ォ
$

 

.
ル
.ク
I

す
る
。
：
フ>

ラ
.
Vデ
の
總
數
は
疋
さ
に
ニ
亩
九+
八
.萬
五
千
九
百
：八
十
四 

.

と
i

せ

食

$

オ
十
二
ァ

;f
蘭

西

語

は

世

龚

鑑

慮I

と
爲
る
。
へ
は
そrぶ

の

K
a

しp
h

に
ょ
っ
て
ぶ
け
.ら
れ
^

然
し
な
が
ら
、'時
事
を
支
配
し
、
；總
務̂
^

ル
の
嫌
政
部
は
雪
意
見
の
府
た
る
ァ
レ
オ
パ•ゴ

ス(
a
f
a

 g
e
)

 

0.

膏

に

過

ぎ

ざ

る

も

？

ぁ
る

o

■•
丁
レ
オ
パ
ゴ
ス
は
次
ぎ
の
四 

■:
つ
の
も
の
に
ょ
つ■

成
せ
ら
れ
る
0
.第
:-
-
は
各
產
業
の
龃
蒞
し.く
は
快
樂(

快
樂
は
又
勞
働
と
調
和
す
る
效
用
な
る
が
故
£
,
の
首

 ̂

- 

^

-
'
.
:
'
.
.
，
夕
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:舌
孩
經
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解

題

:

|
一

六

C
H
1
H

0.

.

.

.

-

.

.

.
 

.

.

.

.

. 

• 

.

. 

•• 

-
• 

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

-

»

-
 

.

.

-

f

、
：，
第
二
は
師
、

：

尊
師
及
び.大
長
老
の
窆
部
族、
：
1

る
節
儉
：S

つ
：て
其
の
满
株
を
娘
得
せ
る
小*
主
、第
四
は
フ
ァ
ラ
シ
デ
の

.男
女
の
"歷
.々
.で
あ
る
o

9

e!2
:

,

g

s
 

M
o
n
d
e
,

 p. 1
3
4
.
)

o 

:
此

'0
幸
福
な
.る
共
同
團
體
ラ
ァ
ラ
、ン
デ
に
は
裁
判
所
も1:事

も

存

す

る

と

と

が

な

い

.0
吾

人

の

所

謂

過

誤

浩

し

く

は

罪

惡

な

る

冬

の
 

ほ
總
'ベ
.て
有
用
な
る
谅
傭
カ
た
る
が
故K
、
■'
»

く

の

如

き

も
0
に
對
す
冬
必
要
は
存
し
：得
な
い0
で
^
る
。
：|:

切
は
引
力
に
ょ
つ
て
、 

部
'族
、：

隊
及
び
組
.の
共
同
心
に
よ
つ
て
規
制.せ
ら
る
、
が
故
に
、
ァ
レ
オ
パ
ゴ
ス
は
如
何
な
る
條
例
を
も
制
定
す
る
こ
と
な
く
、
又
實 

施
す
.る
こ
と
も
.な
い
。(ibia.)o 

.此

.0
集
團
に
屬
す
'る
各
.人
.は
仕
事
を
行
ふ
：可
き
で.は
：あ
る
が
，

而
も
戲
れ
を
樂
ま
し
む
る
業
務
に 

於
い
て
勞
作
す
可
き
で
あ'る
。
1
:切
0
勞
働
.は
本
來
引
カ
あ
る
も
の
で
あ
り.\
;快
適
な
る
も
0
で
あ
る
0
勞
働
を
し
て
苦
痛
な
ら
し
む 

i

*^
の
は
惟
り
.過
度
の
.勞
作
で
あ
る
o
'然
る
.に
、
：
過
度
の
勞
作
は
此
め
共
同
組
合
に
在
づ
て
は
不
必
要
な
-る
可
き
で
あ
る

,0
加
之
、
變 

化
に
.對
す
▼る
欲
情
も
亦
、

：

承
認
せ
ら
れ
て
、
各
員
は
一
ー
時
間
の
終
り
に
&
或
る
別
個
:0
仕
事
に
從
事
す
る
と
と'が
出
來
る
。
吸
引
力
な 

き

職

業

を

續

行
- ^
る
者
に
取
つ
て
は
、.
'人
坐
は
長
い
帝
懐
で.あ
る
0
.仕
事
に
^
 ̂

變
化
は
明
か
に 

自
然
の
欲
*

で
あ
る
9
引

き

續

き

一

一

時

間

以

上

.に

.延
長
せ
ら
れ
.た
あ
ら
.妙
る
享
樂
は
、
飽
滿
，
濫
費
に
資
し
、
吾
人
の
能
力
を
鈍
ら
し
、 

而
七
て
快
楽
-$
:
柏

. ^
せ
.し
め
る
:
■ 
°四
時
間
の
.歌
劇
は
遂
に
觀
客
を.飽
か
し
め
、
極
卜
ー
の
料
现
が
每
日
供
へ
ら
る
、
な
ら
ば
、
胃
腑
は
幾 

•f
p
も
な
く
之
れ
を
拒
む
；で
あ
ら
ぅ
。
勞
働
对
快
樂
に
比
し
て
濱
般
の
變
化
を
要
求
す
る

こ
とQ

更

ら

に

大

な

る

も

の

、
で

あ

る

o(Th§
ode 

d
e 

i
'c
n
i
t，u

n
i
v
e
r
s
e
l
l
^
I

 

,w.
,
.

1.4 7 
し
0

■

'•

人
間
の
壽
命
は
年
詢
面
四
十
四
歲
に
延
長
せ
ら
れ
、
，

.勞
働
0
坐
產
：カ
过
著
し
べ
增
洳
し
、
人
は
十
八
歳
ょ

0
-ー
 
十
八
歲
に
至
る
間
に
、 

其
の
.餘
生
を
安
か
に
送
る
こ
と
^
得
せ
し
む
る
に
足
る
だ
け
の
も
の
を
坐
產
す
る
こ

と
が
出
來
る9
勞
働
は
必
要
、
有
用
及
び
决
@
D 

三
等
に
分
た
れ
る
。
鬼
れ
等
の
中
',
第
ー
ー
の
も
の
は
最
髙
の
報
酬
を
受
く
可
く
ャ
ぁ
ら
ゅ
吝
種
類
の
快
逾
な
る
勞
働
は
最
泜
の
支
拂
を

受
け
る
。
ン

五

ま

小

供

と

雖

も

、
產

出

物

中

I

:已
.

Q

配
分
を
有
す
可
：
|

.
ぁ
|

總

ベ

甚
^

で

ぁ
.る
。
，
各

員

に
S

て
最
少
：限
を
給
與
せ
る
殘
餘
は
勞
働_

し
て
は
十

蒸
 

'
れ
て
管
理
0.
.事
務
を
行
_

0
能
ヵ
に
對
し
て
は
十|
ー
分
の
1
1
.
ー.畫

ぷ

：風
_

_
歡
：也
叛
れ
芩
0

^

|
塗

7
1

 ̂

m
v
. 

p. 

5
17-

ノ
。 

良
.I

V

リ
エ
に
.從

へ
は
フ
ラ
ン
ス
テ
丨
ル
味
各
人
が
其
の
缺
求
す'る
_

多
ぐ
0
株

 ̂

つ 

て
資
本
を
供
給
せ.
I

.可
き
も
g

l
る

霸

フ

，

費
諸
に
及
ぶ
可
き
も
の.蒙

っ

七

、i

も
權
威
的
の
.分
配
に
.ょ
■

■

非

蒙

：が

故

戌
^̂
^

可
き
■で
ぁ
る
':
資
本
は
此
の
時
代
に
於
い
て
：は
存
置
せ
ら
る
可
き

.も
の
：慕

っ

て

、
パ
.
5

 

て
傅

播
ず
る
。
叙
有
財
產
：は
全
然S

せ
I

、：

こ
.と
f

せ
し
む
：る
最
有
力I

樹
杆
で
|

.°
人
は
ぐ
誇
張.な
く
、
所
有
奢̂
^
^
^
^

:

し
そ
、':
1
:ー
倍
と
鬼
積
る
こ
と
を
得
可
き
で
：ぁ1

是
に
.於
い
で
承
、

：

經
濟
擧
に
：於
¥

須
ら
ぐ
硏
究
f

る
可
き
最
初
の
問
題
は
、
如 

t

し
て
翁
へ
て
の
賃
銀
勞
傲
者
を
し
で
共
利
的
若
し
く
は
龃
合
的
所
有
者
に
化
成

^ -
し

む

を

か

篇 

：p: 

m
.

v

逆 

禾

的

社

言

於

い

て

或

る

貧

景

僅

か

に0

0̂

:

0

$

^

.

暮
者
一
でt

。
彼
れ
は「

我
れ
等
の
地
所
、.

_
等
の
貧
殿
、
'
我

れ

等

の

宵

我

れ

等
0;
.森
林
'
漱

れ

等
^
^
^

(

I

こ.p.

VJ
V1
調

和
0
共
厉
社
會
に
於
け
る
貧
民
：は
彼
れ
の

.財
產
を
梯
へ
る
數
多
の
機
#
.を
有
す
.
ャ
彼
れ
.ゆ
、
全
然
主
人.
0
_
地

位

に

自

己

を
 

引

き

上

V

る

1

を

認

办

る

‘
こ

と

0
出

來

な

：い

現

代

の

«

銀
勞
働
者
の
.如
ぐ
に
意
氣
沮
喪
、せ|

學

諝
/ T

V

苜

美

貌

、
高
#
者
と
CD
.緣
組
；に
中
つ
で
高f

g
位
釔
取
.得
■す

各

奮
-る
.幕

望

を

有

す

る
O
V.彼
れ
は

勝

■.
行

が

一

^̂
^
^

I

I

I

 

, 

• 

' 

: 

ニ

.
七
'

'

(

i
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.

ュ
つ

つ

收

受

す

る

其

の

節

約

の

結

果

と

し

て

增

加

し

つ

、

あ

.る
小
資
產
を
有
す
る
。
.，フ
.'ア
ラ
シ
ス
テー
ル
は

皮
^̂
こ

,|
1
べ
て
の
仕
事
摄 

及
び
三
季
節
に
對
す
る
一

〗 
一M
ね
の
禮
制
服
を
供
給
すス。
。
彼
れ
は
：フ
ァ
ラ
ン
.
3
テ
ー
ル
の
負
擔
に、依

つ
て
.、
ょ
.く
^
服
を
支
給
せ
ら
，1、 

ょ
ぐ
榮
f

與

へ
ら
る
、
が故
に
、
毫

も

會

費

す
こ
と
が
な
い
。
彼
れ
は
共
の
五
度
びの
休
養
に
於
い
て優
れ
た
料
理
、
好
み
の
，酒 

.及

び

愉

爲

な

.
名

个

間

を

»-
出
す
が
故
^'
.:
.現
代
：の^.
働
者
の
如
く
フ
^

:が
な
い
。'斯
く
し
.て
、
如

れ

呔

、'、其
の
人
費
勘
定
の
支
拂
後
、

:.
.
.
'
'
彼
れ
ぬ
淺
れ̂
總
ぺ
^

彼
れ 

は
小
所
有
萆
で
あ
る
：

o
:彼
れ
■は
財
產
の
；精
狐
、
種
々
な
^
會
議
に
施
け
る
議
決權

：及

：び
：

豪
べ
^
^
^

彼
れ
は
富
者̂
組
^
合
队
、
之
れ
と
常
に
親
密
な
る
間
柄
で
あ
り
、

.

.

.
而
し
：て
之̂

て
探
感
を
抱
ぐ£
_ど
を
得
な
い
デ
斯
ぐ
の
如
き
好
運
を
得
あ
の
希
望
な
く
ん
蟓
ぺ
生
命
は
人
間
に
獸
ず
る
赏
称
と
化
お
る
。

(
N
o
u
v
e
a
u

、
'

.-'

.
'十

'
;
'-,
''

..
',
.
'.
' 

.

:

フ
ー
リ.

エ
は
人
と
爲.り
：温
和
に
し.て
、；
同
情
心
：深
く
、
.且
o
異
常
に
富
擊
な
：る
想
像
力
：を
有
し
で
艮
っ
た

o'

彼
れ
は
實
に
斬
新
奇
拔 

.
に
しp

全
然
無
害
な
る
理
想
家
.
で

あ

っ

た

。
：

，彼
れ
の
體
系
中
に
は
社
會
主
.
»的
な
る
も.
0尠
な
<
し

で

馬
鹿

げ
た%■
の
が
多
い
と
一
其
は 

れ
て
：ゐ
る
。
洵
に
：、
.其
：の
思
想
は
茫
漠.
怪

異

な

る

叙

述

，
に

ょ

0

て

損

は

れ

て

ぼ

ゐ

利
な
る
批
評
家
で
あ
っ
た
。.而
も
、
力
1

ル
•
マ
ル
：ロ
 

(
K
a
r
l

 .Ml
)

の
所
言
の
如
く
、
彼
れ
の
批
評
家
ば
、
其
の
黄
金
を
發
見
せ 

ず
I.

て

靡

：#
を
看
出
し
た
。
，

：

患
し
英
國
に
し

て
彼
れ
の

フ
ァ
ラ
ン
'チ

の

組

織

を

導

人

せ

ん

か

、
其

の

勞

働

は

著

，し

く

生

產

的

と

爲

り

、 

同

國

は「

家
离
唞
の
最
も
貴
重
な
る
も
の
に
し
て
，
又
、
：眞
に
世
採
的
の
鳥

」

：た
：る
牝
鷄
'の

卵

の

販

寶

に

ょ

っ

：
て

六

を

丹

內

に

其

の

國
 

債
を
悉
く
償
却
すI

得
可
き
：で
あ
る
ノ
と
去
ふ
が
如
き
狂
的
意
見
の
み
が

l::

般
に
知
ら
る
、
に
至
っ
た
。
彼
れ
は
、
諸
遊i

.由
民

及
び
太
陽Q

'
#
i
_
c
l
a
f

 S
)

は
、
，
地
球
の
住
民.(

T
i
n
s
)

に
對
し
.て
は
拒
ま
れ
た
素
啧
し
い
能
力
を
賦
與
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
6

き
、
之
れ
に
附
言
し
て「

命
は
-.

斯
く Q

如
き
優
越
が
，、
主
と
し
てf

の
._

tせ
ら
れ
I

も
の
で
あ
っ
て
而
し
て
次
ぎ.
 

の
如
き
特
性
を
含
有
す
：る

-
肢
 

墜
落
す
る
時
の
防
護-有
力
な
る
武
器
、 

見
事
な
|

飾
物
、
直
大
な
る
カ
、
無
限
の
巧
妙
？
總
べ
fc
の
肉
體
的
運
動
に
於
け
る
協
力
及
び
支
持
が
是
れ
.で
あ
る
。
斯
問
題
の.論
'
 

謙
に
際
し
て
想
像
力
を
缺
い
て'ゐ
る
操g

者
等
は
、
太
陽
の
住
民
は
角
，
象
象
、

：

爪
足
及
.ザ
尾
を
，以
づ
.て
^
裝
せ
：ら

れ
た
サ
ン
ア 

ン
ト
ウ
ン
の
道
化
芝
居
の
塵

S

す
る
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
命
は
之
れ
に
類
す
i

間
を
我
が
地
'2

l

f

ん
こ
と
S

む
. 

も
り
で
あ
I

稱
す
る」

と
言
つ
て
ゐ
る
o「(
F
i
e

 

Industrie, 

II, p. 

5
0
0

而
し
て
斯v

Q

如
き
所
言
は
、
、吏
ら
に
.怪

奇

の

度'
 

を

高

め

て

遂

：
に

は

嚴

肅

：な

る

經

濟

學

者

.を

し

て

；

f.

人

教

ら

ず

、

フ
，
ァ
ラ

'ン
ス
テ
1

ル
の
成
員
は
悉
く
皆
、
共5 0

,末
端
に
眼
の
あ
る̂
 

尾

を

莩

る

と
f

が
如
き
荒
唐
な
.る
物
語
を
な
さ
し
む
る
；に

至

言

。
•鍊
し
な
.が
ら
、
愚
S

笑
の
裡
_

:
丨
リ
室
義
は
幾
多
の
童
：嬰
な
る
：影
響
を
講
思
想
界
に
及
ぼ
.し
、
；

分
は
現
實
祖
界
秦
現
せ
ら
れ
ん.と
す
各
i

◊
た
。
彼
れ
の
擧
徒
中
に
は
一
千.八
百
十
三
S

來
其
の
師
に
附
隨
贫
る
彼
れ
の
最
初 

の
：歸
依
渚
に
し
て
、
又、
..
•■
I

s
--
-de

: N
o
s

 p
r
c
c
l

 I
n

d
l

l

 . 1
3
2
4
,
(

苒
版
は
：

A
P
I
S

 

sur 

ks: 

P
r
o
l
s

 

I
n

d
l

f

 

S
4
Q-

)

並
び
に 

N

e

l

l
 

T
r
a
n
s
a
a
^
^

言

'
^
f

t
 

M
f
n
)
、

パ
'革

^
 

之
れ
を

フ
I

ン
X
テ
x

.«
設
の
'用
^

ガ
ン
4
シ

夹

人
f

 
I

マ

，
ダ
ン
，

(

|

眾 

G

i)

、
. 

^
v
p
f 

d
e

 

p
i

d
e

l

 

S
考

の

著
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イ
グ
リ
ウ
夫
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M
a
d
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i
l
s
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v
i
g
l
s
y
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へ

產
 
I

I

 題
；
' :

,

.

一：

'『

.
ベ

V 

.
.
.
-
a

 

1
:
1

 

バ



'

古
版
.經
辕
霱
遛
'

.ー：：ニ
0

:

0
ニ
三
：〇)

：

.

.

. 

-
■ 

グ
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-■.

被
れ
の
傅
記F

o
u
r
l
e
i
:
,

 ̂

w
p 

の
著
者
。へ
ラ
ラ
ン

(qharles pellarin)、

サ
ン•

シ
モ
ン
學
派 

か

ら

轉

じ

た

 

j&tudes 

s 
宵

l
a
v
s
c
€
c
e
:
s
o
c
i
a
F
1
8
3
1
-
3
^
)

(D^
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